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はじめに

三芳町は、雑木林が随所に広がり、武蔵野の而影を偲ばせる緑i泣かな町であるとともに、

県指定有形民俗文化財「竹間沢事人形」や県指定|日跡「三宮開拓地出1Jil'J跡」をはじめとする、

多くの文化財を伝え残す町です。

このような文化財は、 三芳町を築き上げてきた先人たちが残してくれた質重な財産であ

り、大切に保護し、後世に伝え残していくべきものとして、 三芳町では文化財の保護者E教

育行政重点点E策に掲げ、実施しております。

三芳町には現在 32カ所の辿跡が存住し、多くの遺跡で発摘調査が実施され、太古の人々

の生活が明らかにされつつあります。l除久保東第三道i跡第4地点の調査では、旧石器11寺代

の人々の石器製作跡や調理跡が発見され、また縄文時代の人々の暮らしの一端も明らかに

なりました。

本書が、多くの方々の埋蔵文化財に対する理解と関心を深めるとともに、郷土の歴史・

文化巡産老伝え残し、 三芳町がより一層の発展を遂げていくための一助となることを願っ

てやみません。

最後になりましたが、発掘調査にあたり多大なるご理解とど協力を!潟りました、株式会

社リプラン代表取締役社長鈴木雄二氏に厚く御礼申し上げます。

三芳町教育委員会

教育長棚l 栄治



例 言

I 本占は 地玉県入l田ml三芳町大字藤久県字慌畳 377-3他における、[抹)リプランの蝿合住宅建設に作

う尭掘調査報告である。

2 本調査地点は、周期の埋証文化財包雌地藤久ilil車第三週跡(県出跡務号 3201<)の一部である.

3 調査は三芳町教育委員会が実施し、そのlU則は(株)リプランが負担した.

4 調査組織は下配の通りである。

澗宜主体者 三芳町教育委nf!;教育民地上 仁(平戚 19年2月まで)

教育長柳型泊(平出 19年 4月より)

調査'lI掛日生挺つF習部 課長 金 子明 課長補佐松本富雄

調査担当係文化財慌謹f* 保庄松本市雄 主1jJ巾村霊

調査担当者文化財保積係 主ヲ'11 )c;久保博

5 尭掘調査は、平成 18年 9月 19日~平成 19年z月 27日まで行い、暗躍作車は平成 19年 4月 23日 ~

平r&20 {I~ 3月 14日まで行った。

6 本』の編集原描執事、師図 図版作成 石器虫WI図作成は大丸保t撃が行い、七拙9'<制間作成迫物写

..4出臨は(線)東京航盟研究所に車務吾慌を行い、宮1V:{，i白然科学分析はパリノ ・サ ヴェイ (綜)に毘

務畳託老行った。 また、作t正にあたっては松本日雄の指導を受け、仰井清志、越前谷理、中村霊の協h

を得た.

7 本』の作成には、Adobe社製lIlust日torC53， Photosh叫)C53， InD田 ignC53， Acrobat8を阻JIfした.

8 本dJこ掲縦Lた図版等の読み万は、それぞれの関で示した。

9 本』に掲似した地図は、 三芳町時行の 1/2.5日O、1/10.000三芳町全問である.

10. )~掘調在且び山上資料の位理 報告にあたり 下犯の諸氏 ー関臨機l却のご教盟・ど指導を闘った.

記して感謝の立を占したい。(順不!司、敬体略)

浅野附樹、荒川斡夫、石壇和jlIJ、加融秀之、限本位介、車問民瑚子、小山間雄、佐藤1Jt二、高崎山曜、

問中英司、辻本iE犬、呼田幹回踊品耐久、白井幸雄 野口開、早恒庇人 秘世啓容、堀昌之、

松原附子 安n也h絵、柳沢陣削、和田官治、埼玉県生~!)y.:骨文化財調、ふじみ野市教育畳日告、

1;$士見di敦子f垂白色、(抹)東京航盟研究所、パ，)ノ サーヴェイ〔昧)

II 克嗣調査ならびに世皿作業参加古は下記の皆線である.(融称略)

新n光持、伊雌止l英 子井上康弘今井武丸内山茂児大丸田和 l五世出回惟木村智l引l、佐鱒洋子

刷本勝目、谷禎三、凹村早苗、沼田茂夫、仲井キヨ子、 t!l野純一、永野仁果、野 t吉樹、八旧西能子、

林文夫、脱原和夫、場凹敦子、保柱谷未来、黛佳代子、向竹之、食住等、 11.1凹あつ子

<引1tI.参考文献〉

今井克 ・坪田勝男 1996r西ノ原酒僻』大井町遺跡調査会

大久保持 巾村童 20日6r町内辿跡先制部古制告I'lvl J三芳町教育重n会

加峰尭之 堀持之 2006r日上見rli内遺跡 XlVJ臼上見dl教育垂日会

松本市雄 1981 r新聞遺跡 1J三芳町教育委民会

松本日雄 1982r新聞迫跡日』三万町教育畳員会

松本市雄 1983r町斑部遺跡群尭銅調査報告書』三芳町教育吾民主

松本M雄 柳井市宏 1987 r蝉久間~由三週跡発掘調査報告書J 三芳町教育垂員会

柳井市宏 1991r藤丸出来第三遺跡Zi1z地点発掘調査報告苫』三月町教l'1垂白金

柳井章宏 1991 r藤丸保車迎跡尭制調畳間告書』三芳町教行盈口会
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第 I章 調査の概要

第 1節調査に至る経緯

勝久保東第三迎跡は、新河岸川の支流である江川上話ih，の左岸台地上に、約 25.000叶の範聞で広がる。

これまでに実施された試倒調査 ・発抑制査等により、旧石日日時代から縄文時代早期にカ、けての迎跡と促

えられている。

調査の発端は、平成 18年 3月281:1に(株)リプランより 三万町教育畳日会へ大宇藤久保平俣埜

336-1他 10唱の埋蔵文化財包蔵地球捌調査依頼、耳が提出されたことに始まる。 三封町教育委員会では、

依頼に培づいて悶年 5月 15日-7月 28日に試備調査を実施し、旧石2日時代の石却、焼石、時間不明

の土坑者確認したため、辿跡の保存について開発者と協議在行ったが、開発は避けられないとの結論

に達し、遺構が確認された 5.309討について記録保存のための発掘調査を実施することとなった。ヰ1&

18年目月 11日に (株)リプランと発掘調査受託契約を締結し、文化財保護法に基づき向句，9月5日付

三芳教生党第 351号で発揃調査通知在挺山した。発抑i調査は同年 9PI 19日~平成 19年2月 27日ま

で実施し、整理作業および如告書作成については、平成 19年4月 20日に(株)リプランと受託契約を

締結して、同年 4月 23R-平成 20年3月 14日まで行った。

第2節調査の方 法

調査は、発掴調査対象地を大きく A.B.Cの3区に分割し、それぞれの地区ごとに虫機により表上

回を除去した後、試掘調査時に迫梢 遺物が確認された箇所在肱娠していく方法で実施した。基本上府

および土問断i師図は、江川の谷即Jに向かつて地Jf3の傾斜が捉えられると思われる閉所在選び図化した。

遺物の取り上げはトータルステーションを使用し、 111土造物全点の出上位{自在記録した。上層断而図の

実測は 1/20、遺構の実測は嶋本的に 1/10の縮尺で行った。

第 3節調査の経過

発綿調査は、平成 18年9月 19自力、らI#J始し、平成 19年 2月 27日に終了した固調査は桟 1:処理の

附合から、}:;きく 3区に分けた A区ヵ、ら開始し、順に B区、 C区と進めた。

A区は、幼稚闘が辿っていた場所であり、建物の基礎や造成工白Jlに伴う切上 ・盛土などによりローム

層上部まで撹乱されており、表土府およびロ ム漸移胞は泊存していなかった。調査は、試柵調査時に

遺構辿物が確認された箇所在拡張して行い、旧石照時代の石器、l時代不明の上坑2基在輸出した。また、

調査区南端に基本土胞を催認するための深掘りトレンチを設定した。

Jろ
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区在南北方向に横断するように深掘りトレンチ者設定し、東凶方向にも深揃りグリッドを設定した。

c区は、アパートと駐車喝が迎っていた場所であり、表土崩はi立存していなかったが、建物基般によっ

て悦乱された部分を除けば耕作による撹乱もなく、 一部でローム漸移屑の最下部が遺作していた。調査

は、試掘調査時に遺構 ji'J物が確認された箇所者拡張して行い、旧石総時代の石器!(Alt12箇所、際群 l

筒所、網文時代中}間後半の伏捜を伴う土坑 ll~在含め、 31韮の土坑者検出した。 また、基本土屈を確認

するため、調査区東端に深掘りグリッドを設定した。

で;>¥:9
，区

C医

。 。。 。。 。
@陥~- O 
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第一H章 遺跡の立地と環境

第 1節 地 理 的環境

三芳町は、崎玉県の西南部に{立凶し、点に志木市、沼士見r打、南東に新座市 南西に所沢市、北にふ

じみ野市、川越市と接する。而尉は 15.3krrl、人口は約 37，000人である。地!日的には、多摩川の1m

析扇状地といわれる武紋野台地上の北東部縁辺付近に位白している。町西部域は開高約 45mでほとん

ど平砲な地形を2するが、標高 30mの等高線を境とする町*郎域には東方の沖積地(尻川低地〕に向か

う河川が桜数存在しており、辿跡の多くはこうしたがI川疏域に分布している。

第 2節 遺跡の栂要

政久保東第三巡跡は、武蔵野台地在H~l析する江川の最上流部左岸台地上に位[目する。 過去の調宜で

は、第 i 地点にて民府~明間より石橋集中 13 箇所、縄文時代早l明の炉~.\ 3基が続出され(松本 ・柳片

1 987)、第 2 地点では、 X層~Vl居より石:，m~q-18 筒所在検出(柳n 1991)、11'i3地点では縄文時代早

期の炉穴群が検出吉れている。今回の調査では旧石器時代W層下部ヵ、ら百路集中 l閉所、傑昨 1(面所、

VlI日下部から行総JI!中 l箇所、傑l拝11苗所、四倍 F部ヵ、ら石 ~HJI! '1' 1 1苗所、縄文時代rj!J明後半の伏裂

を伴う上坑 11¥を吉め、上坑3基、時期不明のよ坑 2基が検出された。

第3節周辺の遺跡

本遺跡の位位する江川やその主流の唐沢刷、権平川疏域には旧石器時代の泊跡が数多く分布する。

江川町水源地付近には、藤!J\t~*遺跡 (9)、藤丸保東第二泊跡(7)、藤久保京第三泊跡 (8)、俣坐迎

跡 (6)の 4遺跡が存在し、勝久保東迎跡群とも呼ばれる。勝久保点遺跡、勝久保束期二遺跡ヵ、らはX陪

1谷，寧 2打越 3ハケ上 4節沢 5本目 6俣埜 7蕨久保京第二
8藤久保東第三 9藤久保東 ¥0総ノ木 11聞r尺 12三芳唐沢
13新聞 14北原 15新聞第二 国務久保南 17南新宝

第6図周辺の旧百制時代週肺分布図 (1j25，OOO)

より局部縫製石斧を伴う石mw下が
検出されている。特に雌久保東i自

跡では、 X問、目層、 vn府、 vl陪、

V府、 N胞の各府ヵ、ら 15.0口口点

在超える石械や傑が検出されてい

る。 俣坐泣跡では、医府~ IV間に

かけての石部が11.1土 L ている。 ~Z

上見fli域の打越迎跡 (2)では、以

厨から大型の斧}巨石日号、四胞から

ナイフ J~石22tFが 1.lJ上している。

江川に合旅する府沢幌椀域で

は、新Imi由跡(13)においてV周

~皿厨より数多くの傑併や石{?il鮮

が検出されている。松ノ木i自跡

(1 0) ではナイ 7Jf:i石 a~終末期の

石原li'f.が検出され、 l凶iR遺跡(1け

では制打刃核が出上している。

同じく江川に合前iする権平川疏

域では、谷正l'遺跡(J)にて、 X回

上部からナイ71[:;石器、石刃がま

とまって出土している。
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第4節基本土層

水辿跡は、武蔵野段邑上に I立凶しており、武朕野台地相~I，間位ならびに隣接地である第 2 地点の府

位(柳J+1991)とほぼ同織である。 皿回以 Fは照準同位に準拠したが、削平と耕作のため l居表土肘は

調査区全域で遺存せず、日用ローム漸位府は C区の一部で最下部が輸出されたが、ほぽ全域で辿存し

ていなかった。特に B区ではゴボウ作付により、幅約!日cmほどの渦状の耕作跡が必椛白状に入り、深

いところではvn府上部まで述していた。なお、 vm府は検山されなかった。

E廊 日持褐色土 ローム漸移層

田脳 lif1間色上 ソフトローム属。

IVIM 明間色上 ハードロ←ム周。赤色スコリ 7 ・黒色粒子者多量に合む。

V姻 係1色上 節 1，~\色 flt， Jj，色スコリア ー!1¥色粒子を少量含む。

VJIM 保J(g上 AT踊.t1ラス質粒子をHtに含む。

四鳳 姻色上 M2!，U色市上層~ ff，色スコリアを官み、(1色積粒子を多量に合む

脱届 断褐色土 司12出色部下層。 );粒のJi;色スコリアを多i量に含む.

X，閉員同色上赤色スコリアを合む.

Xbk!l 前同色上 やや大きめの請:色スコリアを多量に合む。

X，府此柑色土下部lこJi;色スコリアを'1‘常に多〈含む，

XI刷同色上 大粒の赤色スコリア老多量に合み、白色粒子を含む，

xn崩 政相色土やや大きめの亦色スコリアを含む。

xm周嗣色上 武蔵野ローム崩上部ーX日開との境は肢状。

A 

慣 a

前 7間基本 t府凶 (1/80)

ヨ

。

B 

c G 

恒時町商;
n 。

2・ ーー期8図よ胆断而図(!180) 

一
四
a 

山一
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第皿章 旧石器時代の調査

第 1節概要

今回の調査地である第 4地点では、立川ローム回第W胆下部から石日詩集中 lmi所、傑群 l箇所、 VI

廊下部から石探集中!閉所、礎iff.1 1富所、日l!i'i下部から石器集中 11苗所が検出された。石2誌の総出土

点数は 227点、礁は 54aである。

第2節遺構と遺 物

1. IV層下部 (第 9'10' 11図)

石器集中

C区東端部に位聞する。今回の調査で検出された辿物の分布は南北 1.5mX東西 2m者測るが、その

範聞は調査区外にも広がると忠われる。 傑併の分布域と重なって検出されたが、石~告の多くは礁の密集

部よりも凶側で出土している。石:mの総点数は 14点、全てfJ岩製の剥片、昨日であった。

醸群

c 区点端部に位白し、石~詩集中の分布峡と重なる。 礁の分布は南北 1.5m x旋回 2mの梢円状を呈し、

調査区点端部に密集するが、その分布は調査区外にも広がると思われる。

礁の総点数は 46点であり、完形 3点以外は全て破砕様であった。重日は、 150g以下のものが太半で、

全体の約半数が50g以下の小さな傑であった。石材は{砂岩が 70%、チャートが30%である。傑のl当然面

破砕而全而が焼けて赤化しているものは全体の 94%を占的、煤状付芯物が確認できた隠は 24%であっ

た。接合関係は、礁が珪;!nする郎分において顕;肝であり、 26点が筏合して 8個体に位元され.そのう

ち l点は先形まで復元された。

石材

自害者薗

『 総数 1 
146点』

園全否圃

1"川(43)1

赤化

部9図 N府F郎眼昨日材・亦!t 煤状H打物グラフ

10，以下 E

11-30g ( 

31....S0g E 

51-100g【

101-150g [ 

151-200g r:: 

201-250g 

251-3田， =コ1

o 

lJ 

2 山層下部 (第 12・13， 14図)

石器集中

l10 

]9 

14 

l10 

]9 

5 10 

前 10図 W府下部嘩昨m罰グラフ

f，し
)6鳴 (35)

燦輯付省物

15 

B区東部に位悶する。造物の分布は南北 5.201X東西 4.801を測る。石訟の出土府位はW府-V11府と

輔があるが、現協における所見から VI府下部の石a詩集中であると判断 Lた。石器Jの総点数は 120点。
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109 点が!ll曜石製であり、そのうち 103 点が同一1'1む (Ob- I ) であった。 主な行総は、ナイ 7J~石持、

樋片品、 二次加工のある剥片、微細l剰i健痕のある剥片、主i械などである。

また、石日替の分布範聞とほぼ置なるようにして炭化物集中が検出された.炭化物の)cきさは筏 0.1-

O.3mmほどで、 VI府下部からvn府にかけて肢も集中していた。そのうち !点(試料 No.13)を放射世炭

卓'1代測定にかけた紡民、 25.440土 130年 BPという数似が1[1:られている(第V市書!悶)。

礎群

c区点剖lに位置し、石総m中の分布域と重なる。磁の総点数は 8点で、分布範聞は非常に散慢である。

I1l .lは、完J~傑 l 点が約 Ikg である以外は概ね 250g以下で、そのうち 3 点が 30g 以 Fの小さな破砕

僚であった.石材はすべて砂自である。E撃の自然Ifl!'破砕[tij全而が焼けて#化しているものは 21.¥のみで、

ほか 6 点は晶化の痕跡が見られず、煤状付n物は全JIで硝認されなかった。 按合 I~I係は 2 個体認めら

れた。

石器

1 .ナイフ形石器 二側緑加工。右側縁に背l前側からの月出し加工が施され、 1:;:側維には主要剥離I而帥l

から刃潰し加工が施されている。特に.左側縁には細ヵ、い月潰しが児られる fHU掘石到。

2 ナイフ形石器 二側緑加工。縦長調l片を素材とし、打点帥l在基部としているe左イT両側緑に主要i/iJ

雌[師側からの刃前し加工が施される.また、メJffll全体に微細府l般痕が見られる。le側紛の中ほどに'11故

剥雌がある。 打而 ・ 打点は除去吉れている。 r且 Iq~石製。

3 ナイフ形石器 一日開l縁加工。左側緑上部在欠仰する。隙長剥l片を卓材とし、 ir'.側総に t嬰剥l離両側

からの刃潰し加工が施されている。また、右側紙上持11に微細Ii/iJ雌瓜が見られる.tT而・打点は調椴によ

り取り占られているo 1'h町下部に凪1際而を残す.チャート製.

4 二次加工のある剥片 縦長剥片を車材とする。末地剖iに主盟剥離間側ヵ、らの調絡が施主れ、打面に

はIllfii側からの調整が胞されている。黒曜石担。

5 二次加工のある剥片 平定形の剥片を素材とする。点端部に主要務l離l而側から急1'1度調砲が施され、

打 1{11には背前側ヵ、らの淵幣が胞されている。 左側緑 F 下問lには主要剥離I師側に 'JJ故現~J開tがある。 右側i師

に限傑i町を残す。 .~I~.石製。

6 使用痕のある剥片 縦長調l片を点材とする。左側緑下'幹部、右側緑上半部の背面側、右側紘下宇部

の主盟剥l離前側に微細剥離泌がfLられる。打面・打点ともに残L、末端部には原健l簡を残す。県l噛石製。

7.使用痕のある剥片 縦艮剥片を素材とする。左側緑は主要剥離而側、右側緑は1¥而側に微細剥離痕

が見られる。末端部を欠いており、微細剥離痕が見られる。打而には背前側から品U'fが施されている。

!.n蝋石製。

8 使用痕のある剥片 縦長剥l片在点材とする.{j側輔のI:'ll!剥離而側に微細剥l隙艇が見られる.打i而・

打点ともに践している。 Â<端部には主要剥敵而側、.，~T[師側ともに Jl故剥離がある.J11哨石製。
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て=-

iJ例会
ζコ ζ ここ〉 ζ二〉

? ブロック 1-141ω Z ブロック 1-202 Ob 3 プロγク 1.12 ch 

くミ〉

雪~&J @霊b
4 ブロック，.. 0句 くこ二フ

ζごご〉
5 プロック 1-215 O~ 6 ブロック 1.81 0匂

電9 てこ〉

自込

正二〉

7 7ロマタ 1.82 Ob ζご〉
8 ヲロッ引錯。G-7 Ob 

前 14凶 v1廊下部石掛車中 111士行制(415)

3. ¥111層下部 (第 15.16図)

石器集中

C区西部に位I目する。遺物の分布は南北 2.8mx東西 3.6m者側り、狭い範囲に密集して分布している白

石器の出土居位はV府~医局と幅があるが、現場による所見で四層下部の石昔Rmljtであると判断した。

石却の総点数は 89点。83点がチャート製であり、その全t¥が同一母岩 CCh-1)であった。主な石目別立、

ナイフ形石鋭、 二次加工のある剥片、微細剥離掠のある剥片、百核などである。

石器

1 ナイフ形石器 ー側縁加工。縦長剥片を素材とし、打点側を基部としている。左側緑に主要最l離Tfif

側力、らの急角度剥離による淵艶が施される。打而 ・打点ともに践している。チャ ト製。

2 ナイフ形石器 F半部者欠Iflする。右側縁に主要剥離面側ヵ、ら刃潰し加工が施される。チャート迎。
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3 ナイフ形石器 t半部を欠倒する。右側緑に主要事l離而側ヵ、ら刃iJtし加工が施される。打i面・打点

ともに妓している。チャート製。

4，使用痕のある剥片 縦長"'1片者素材とする。左側縁下半部に微細剥蹴痕が見られる。打点・打I日を

ともに妓し、背而にE日目撃而を広く妓す。また、背而には見なるこ方向から剥片剥離を行なった厄跡が児

られる。頁宕製。

5，石核 実礼111図正面の上部在打而として剥片在作出した後、左側面を打ち欠いて 90。打而転移を行い、

左側面を打而として剥片在作出している。また、実測図上面の綾上に調態が施されている。実測図衷而

に Dí~/t豊田老残している。安山岩製。

Uア

ζ〉

ζ〉
1 プロック，.，関白

金一品ρ
~ 

2 ブロック 2-1.1 Ch 

""ヨE歩

軍国む
〈乙〉 3 ブロック 2.170 Ch 

ζ三二L
〈二三

4 プロック 2.169 Sh 

5 プロック 2ト124 An 

第 16図 vn眉ド部石脱!J!I-/l/J1土石器(415)
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巨届似 記晶No. :ì~ 随 石材 母拍車化粧砕蝿什瞳砕画.. 重肱 j占さ(圃}幅(圃] 障さ f圃)掃凶h

A V イ7"-0001剥l片 チャ トClr2 0.38 11.85 9. 90 2.85 
八 V イア')-0002剥片 チャート Ch-2 6.32 25.48 24. 18 13.31 
8 V イ7"-OJl5出IJJ-t :U;f~} Sh-7 [6.81 39. 82 40.40 10.69 
C m イ7'7-0132剥n- 黒咽石 Ob-4 0.06 10.81 13.50 2.13 
B v¥下 f町内 -0004^クレイパー m岨石 Ob-I B.02 46. 72 26.61 9.09 
B Vl"r 7'ロ，?1-0005蜘l片 見咽右 Ob寸 0.06 9.78 7.25 l‘44 
B Vl下ず町Fト 0006砕片 王町 Cha-! 0.04 7.74 7.05 l. 28 
B v¥下 プ町?J-0007剥片 a目温石 Ob-] 0.19 7.18 10.10 2.90 
s v¥下 T冒"ト0008甑掴剥瞳艇のある潤片 M¥岨石 Ob-l Q.40 17.54 14.25 2.94 
II v¥下"町?1-0009砕片 自民岨石 Ob-I 札日l以下 6咽80 0.40 0.40 
II v¥下"町ク1-0010損個剥曙痕のある調片 !良輔石 Oh-] 1. 34 24咽14 21. 88 4.31 
B VI下 7'町。1-0011徴幅制帽棋のある剰片R¥醐石 Ob-I 6. 11 31.53 32. 28 6.83 
B v¥下 7'P，?1-0012ナイフ形石器 チャー トCh叶 2.06 17.88 23.45 6.29 3 
II v¥下"町?l-0013醍 砂お o 0 x × 28.43 
B v¥下 "ロ')?1-0015 ~町l片 rM岨石 Oh-j 1. 85 31. 35 26. 78 ι93 

日 明下 7' 冒~1'71-00 1 6 ij甘l片 黒曜石 Ob-1 0.46 13.61 18.90 4.83 
日間下 7'1I1?1-0017剥片 m咽石 Ob-] 1. 24 37‘'10 lし59 9.48 
B v¥下 f町?l-0018積帽剥岨世のある剥片 胤哨石 Cト2 0.53 15.21 12.88 3.90 
B v¥下 f町?l-OOI9ijttJ片 出岨石 Ob-1 4.62 29.89 29. 19 8.32 
B v¥下 7'~1 ?1 -0020 剥}~- 開岨石 Ob-1 0.04 6‘ 12 9. 66 1. 36 
B v¥下"冒"ト0021剥Jl晶 m，岨石 Ob-J 0.03 6.74 6.75 1.43 
日 明下アロ刊ト0022剥片 a指 Sh-6 4.91 26.47 38. 19 4.90 
n VI下 "町?l-0023 )tJ片 買お Sh-8 1. 69 22.61 17.62 7.70 
s v\下 7'~1 71 -0024 $IJ片 恩師石 0¥)-1 2.49 24.50 21. 15 6.92 
B v¥下"円'"'-0025申l片 県岨石 Ob-I 0.91 20. 50 13.38 5.76 
B v¥下"町?l-0026砕片 E且醐石 Oh-] 0.01以下 4.80 l. 17 l.15 
B v¥下 f町内-0027撤細剥瞳艇のある剥片 思帽石 OT-] 1. 82 39. 70 13.97 8.54 
B 川下 "町?J-0028剥片 !~\岨石 Ob-I 0.12 10.33 16.25 2.72 
s v¥下"ロ，1ト 0029砕片 思岨右 Ob-] 0.0] 3.48 4.36 1. 31 
B v¥下 "町?J-0030剥片 県岨石 Ob-1 0.34 17‘99 15.97 2. ]0 
II v¥下 7'町"1-0031剥片 mn，白石 0¥)-] O. 07 5.77 8.60 1. 98 
B VI下"町?l-0032剥J， 鹿質E岩 SSh-1 2.21 39. 75 17.63 4.67 
B v¥下 7'ロ刊1-0033砕片 ~，"B亜石 Ob-1 0.01以下 2.26 5.60 0.98 
B v\下 "~7 :n -0034 it1J片 !延曜石 Ob-1 O. 07 14.35 13.87 1. 85 
s VI下プ町内一0035微細剥岨礎向島る剥"思岨石 Ob-J 0.01 6. 59 3.63 O. 92 
B '"下"冒，n-0036剥片 黒咽右 Ob-I O. 11 1 J. 34 13.27 2.26 
II 川下 f町n-0037 fJ11片 J，'-¥曜石 Ob-1 O. 07 7.43 8.91 2.76 
B v¥下 7'~7 ?1 -0038剥Jt }，I;I.附石 Ob-1 0.01以下 6.91 2‘56 0.34 
B v¥下 γ町n-0039剥片 !，U曜石 Ob-I 。， 04 7. ]6 5.88 l‘31 
B '"下 "町7J-0040砕片 !Uo楓石 Ob-1 0.01以下 2.71 5.34 。咽 48

s v¥下 f町?l-0041剥片 黒曜石 Ob-] 1.13 16.92 16.55 5.37 
B 明下 f向。1-0042JI;i)片 1M咽右 Ob-I 。，01 4.92 7.54 0.61 
B 目下"冒，'11-0043剥片 月日目磁石 0¥)-1 0.03 3.49 9.43 2.82 
日 明下"日"1 -0044 iIlJ片 出岨石 Ob-1 0.01 5. 27 5.04 1. 31 
B v¥下"町内一0045剥片 El剛石 Ob-I 0.78 20咽11 16.56 4.22 
B VI下 f町7J-0046徹帽剰陣艇のある剥片 j品目極石 Ob-1 0.03 7. 65 8. 09 1. 31 
日 間下 f円n- 0047 二次加工のある刺片Jl~岨石 Ob-1 0.22 10. 98 9.15 2.96 
B v¥下ず町内 -0048剥Jt !耳目磁石 Ob-1 0.04 6.66 3. 39 1. 70 
B v¥下"町円-0049 i11片 県日極右 Ob-1 0.01 4.61 5. 37 0.83 
日 VI下 7'~ ，?l -0050 $1片 胤咽石 Ob-1 0.05 8. 04 5.51 1. 87 
s Vl下 γ."ト 0051砕片 i起岨石 Ob-I 0.01以下 2. 68 1. 70 0.29 
II '0下 γロ，?l-0052事l片 .1，¥¥曜石 Ob-] 0.18 8. 94 8. 76 2.29 
B v¥下プロ，'11-00田 ='"加工のある剥片 ;，U岨石 Ob-1 0.46 15‘B5 15.75 2.84 
日 刊下"o，1ト 0054砕片 黒曜石 Ob-J 0.23 8.88 1'1. 06 2.64 
II ¥11下 7'0，1 1-凹 55砕片 .l.\~噌石 Ob-] 0.01 7. 72 6.11 0.8J 
B v¥下 γロ，11-0056石肱 1.¥¥噌石 Oh-I 19.86 36. 08 38. 78 20‘69 
日 VJT 7' o，1ト 0057砕片 MUi保有 Ob-I 0.02 5咽18 7.00 1. 81 
日 開下 "ロ， ~ 1-0058 剥片 !.IA ~鎚石 Ob-2 0.10 9. 34 5.58 2.46 
B VI下"町?1-0059ニ'"加工のある剥片珪置頁岩 SSh-l 7.53 34. 06 36. 12 9‘31 
s VJ下 "町n-0060訓片 照噛平J Ob-I 0.01 8. 17 4.18 1. 32 
白 羽下 f 町~ 1 - 0061 ;f?tJ片 M~ sll!石 Ob-J 0.09 ]7. 21 7. 14 1. 29 
日 明下 7'ロ，?l-0062判片 出曜石 Ob-] O. 03 7. 75 8.55 O. 93 
日 VI下プロリ1-0063剥片 出曜石 αrl 。咽48 22. 37 13.91 3.39 
s VI下"目，:n-00制撤掴剥幅高のある剥片 m噌石 Ob-I O. 63 29.13 10.39 3.38 
日 VI下 7'町子1-0065通H中 際噛石 01:1-] o. 05 9. 62 6.59 1. 36 

買11占百器 。傑属性高 CIl



14 

区廟位 記柑 1。 総 組 石材 舟岩""己破砕煤H檀砕画書t 重量 長さ{圃1幅(田) 障さ(圃J 岬園出

B vl下"町7J-0066抑IJJt よ日¥s!l石 Ob-l 。‘02 5.61 5.60 l. 94 
B vl下 ず円11-0067~向l片 1.1，¥哨石 0b-1 0.10 10.56 10.48 1. 95 
日 川下プ冒.，?J-0068二位加工のある剥Jt)，且哨石 Ob-2 1. 22 25. 14 15.32 5. 26 4 
B vl下 7'U1J]-QQ69事l片 J鼎咽石 Ob-l 0.18 8.63 10.60 3.31 
s VI下 fロ111-0070剥片 E罷醐石 Qb-} 6.27 32.31 22.60 12.52 
s vl下アロリト0071砕片 出咽石 Ob-) Q.04 7.32 3.89 J. 72 
s vl下"町Jl-0072砕片 黒哨石 Ob-j 0.01 5.41 5.39 1. 58 
B VI下 Tロ"ト 0073砕片 J.\~岨石 Ob-j 0.01 3.35 7‘32 2.21 
B VI下 アロ，11-0074撤細剥雁棋のある剃)1h乱闘石 Ob-! 3.10 39.34 18. 50 5. 22 
日 VI下プ 町11-0075徹柿剥庫県のある剥片隅岨石 Ob-) 0.06 4.90 6.li9 2. 10 
白 川下 7'0111-0076石棋 l即日rd石 Ob-l 4.02 22.83 27. 16 10.35 
日 刊下 f町子J -0077極細剥峰寵のある剥片 J耳目根石 Ob-2 2.70 37‘10 16‘0' 5.83 
日 明下 7'o，?1 -0078敵細剥障療のある剥片 出岨石 Ob-2 0.23 7.41 15.95 3.75 
日 刊下 7'0111-0079蜘i片 思岨石 Ob-l Q.30 18.39 14.94 2.00 
B vl下" 町1 1 - 0080 融輔副躍痕のある剥~. mo亜石 Ob-j 0.43 26. 15 7，96 2. 23 
B vl下 7'0191-0081樟担制軍槙のある剥片 鼎哨石 Ob-j 3.58 37. 17 22.29 7.61 6 
B VI下 7'0，71-0082酷帽制限艇のある剥片黒曜石 Ob-1 1. 02 25.08 24.25 5. 26 7 
日 VI下 7'0，11-0083徹細酬橿躍のある剥11'm目耳石 Ob-l 3.79 35. 13 28.48 5.75 
B VI下 7'0?11-0084剥片 m岡田石 Ob-l 0.01以下 2.88 5‘93 1. 64 
B vl下.;"0，11 -0085砕片 日L噛石 Ob-l U.OI以下 1. 77 4.28 0.91 
s VI下"円?l-0086世相剥阻痕のある剃片 品曜4可 Ob-1 。冒 31 18.02 9.15 2. 59 
B V1下 ]'11" ト 0087剥片 m噌石 Ob-l 。‘ 06 10.17 3.24 2.97 
， vl下 f町内 -0088剥片 熱唱石 Ob-2 。‘ 21 6.85 10.10 3.72 
， vl下" 円'1-0089 !tJ}干 鼎曜石 Ob-j O. 02 4.71 6.61 1. 24 
B vl下ア町']-0090剥Jt チャー卜 Ch-5 0.54 13.57 15.10 4. 17 
， V1下 f冒1'1-0091_l);;:加工のある剥片思哨石 Ob-l 1. 27 24.95 15.60 5. 67 
B VrF]'町?l-0092 itJ片 出曜石 Ob-J 。‘ 02 5.84 3.96 0.61 
， "下 7'g，?l-0093 華社l片 !!I暗石 Ob-I 0.03 7.74 6.41 1. 24 
8 vl下 fロ7れー0094剥Jl- 県醐石 Ob-1 0.02 3. 11 8.75 1. 03 
8 vl下 7'o ，~ト 0100 砕片 県醐石 Ob-1 。‘01以下 1. 36 3.76 O. 62 
， vl下 f町引ーOIOJ事j片 保咽石 Ob-J 0.04 4.38 7.51 1. 35 
B vl下"ロ7?!-0102 !J1J片 !.I.~岨石 Old 0.03 5.41 7.04 0.96 
B VI下 "町子 1 - 0 1 03~J片 m曜石 Ob-I 。‘ 0' 10.16 自.75 J. 68 
B VI-r 7"D~'Jト 0104 ~j片 珪質頁岩 SSh-1 0.21 11.54 8.14 2. 17 
s VI下 7'P11[-0105事l片 思醐石 Ob-I 

十
0.01 4.90 4. 17 1. 64 

日 V1下"町~ 1 - 0106 剥片 黒曜石 Ob-I 0.02 3.88 7.79 1. 09 
日 間下" 町11-0107~j片 チャート Ch-3 10.21 39.45 26‘59 13.90 
B vl下 "町71-0108剥片 J{t岨石 Ob-I 0.02 5.94 3.61 1. 31 
白 川下"町n-0109 ~J片 l開閉右 Ob-I 0.03 5.36 ι66 1. 37 
B VI下 7'P1?1-0110剥片 m咽石 Ob-1 0.02 7. 14 5.74 1. 05 
B VI下"町ヲ1-0112剥片 m岨石 Ob-j 0.01以下 4.71 3.26 0.65 
" VI下 7"u，n -0113剥片 m唱石 Ob-j 0.01以下 3.37 5.01 0.79 
B V1下"，リj-0133~J片 ，1，(¥哨石 Ob-I 。， 36 24.06 9.67 2. 02 
B ¥11下 γロ，11-0134剥J十 電l'官民(;f'}SSh-1 0.29 10. 74 13. 13 2.72 
B "下"円。1-01'17ナイフ形石器 拠B且石 Ob-I 。‘93 15‘11 20‘98 4.29 
B V1下 "町子1-0148砕片 M~~混石 Ob-1 + 0.01以下 5.05 2.08 O. 73 b 
B Vl下 7"D~?ト 0149 砕片 I.IJ日置石 Ob-] 0.01以下 4.43 2.52 0.60 
B V1下 l'円1[-0150砕片 チャート Ch-3 0.04 2.86 6. 74 2.99 
日 V1下 γ ロ， ~ 1 - 0202 ナイフ形石器 思哨石 Ob-1 

+ 0.86 31.52 11.27 3.75 2 
s vl下 ，"p，?I -0203剥片 熱唱石 Ob-I 0.31 10.87 11.39 3.12 
B vl下"ロ1'11-0209砕片 MUaI石 Ob-1 0.01 '1. 79 3.38 0.61 
" VI下 l'町内一0210~J片 ，~~B極右 Ob-1 0.04 2.60 8.34 2. 43 
s '"下 7'01'ト 0211 ~j片 11¥岨石 Ob-I 0.16 9.00 8.80 2.24 
s VI下"，刊ト 0212~I片 泉醐右 Ob-1 2.57 27.96 20.26 6.13 
B V1下 γ町内 -0213 l/:1J片 J!¥硝石 Ob-1 0.04 5.35 6.85 J. 50 

B "下"ロ，?i-0214艇 砂K3 o x × × 1071. 3 
B VI下 "町1[-0215ニ"加工のある剥片品目偏石 Ob-] 2.87 23‘80 19.74 6.72 5 
B ，'，，'1叫-00-1府ljJ十 蜘起石 Ob-I 0，05 6，99 7.25 J. 65 
B '吋l 揖 -00-2慎 砂!ll o 0 x O 7，59 
B ，-，，/1冊一00-7徹掴剥陣痕のある剥片黒咽石 Ob-2 4‘47 38. 08 21. 01 9.54 8 
C 叩 7"P1n-OI16剥n チャート Ch-) 0.97 14.39 23.53 3.66 
C vn 7"p.，n-01l7砕片 チャー卜 Ch-I 0，02 2.93 ι00 0.88 
C 咽 " ロ ， ~2- 0118 ニ"却1工のある剥片チγ一卜 Ch- ) 7.04 26. 56 31. 83 10.6'1 
C ¥'11 7'P1?2-0119融制調幡視のある剥片チャー卜 Ch-1 3. 52 29. 98 17‘13 7.93 
C vn 7'P1?2-0120駒"))1 チャー卜 Ch-l 0.16 10.72 13.81 2. 17 

出 2<'< 石器 ・睡属性表(2)
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区腕位 記晶~N。 様 極 石材 母拍車化献峠 t格付 喧晶画.. 重盈 長さ(圃} 幅 {m} 揮さ (皿} 師国h

C VII 7'ロ，1'2-0121右臨 チャ トCh-J 27.49 42.56 37.21 16.41 
c 官明 "町ク2-0122:1;IJ片 チャート Ch-) 2.45 28.91 22. 59 6.22 
C ¥'lI 7守町n-0123剥片 チャー卜 Ch-) 6.78 39.34 26. 33 9，80 

C 四I 7'p，n-OI24石肱 安山治 An-J 25.63 "‘8! 46. 32 15‘08 5 
C vn "町四←0125:Tlft チャー 卜Ch-I 4.15 29.86 20. 27 7咽 26
C 1明 7' ~，?2 - 0127 者JJ-t 耳岩 5h-3 

J + 
8.08 44.02 26. 34 8.61 

C 1咽 f町1'2-0]28砕片 チャート Ch→ 0.02 3.35 6.35 l. 35 
C 四 7'u，?2-0129J，lJJ1 チャー卜 Ch-1

4 
8.12 35.70 30. 59 9.56 

C vll "町12-0130岩l片 チャート Ch-1 1. 68 19，19 J 7.73 8.51 
C vn 7'u，?2-0131最JJl チャート Ch-I

+ 十 + 1. 66 2，1. 11 31. 24 3.67 

C vn 7' ~~?2 - 0J35 掛け十 チャート Ch-I 2.77 24.87 22. 65 5.90 
C vn "ロ，12-0136~J片 チャート Ch-I 0.62 17.66 8. 37 5.78 
C 四 7'11，12-0137!J1J片 チャート Ch-1 O. 14 14‘46 6. l! 2.61 
C W 7 ' ~ ， ?2 - 0J38 ~J片 チャー トCh-I O. 11 7.69 8. 07 1. 89 + 
C W "円。2-0139 itlJ片 チャー卜 Ch-1 1. 48 19.78 14.01 6.14 
C VD 7"11，12-0140ナイフ形石器 チャート Ch-] Q.54 17.45 10.59 3.97 
c 叩 "円12-014.1ナイフ形石器 チャート Ch-I

4 
0.27 12.06 7.80 3.49 2 

C W 7'11，昭一0142砕)1- チ守一ト Ch-] 0.15 5.68 11. 29 2.75 
C vll "町12-0143極細剥睡棋のある剥片 チャート Ch-1

A 
4.96 38.19 19.39 10.96 

c vll "門12-0144君IJ}t チャート Ch-1
4 

0.24 12.15 8. 07 2.95 
C vll "円n-0145砕片 チャート Ch-j O. 06 7.00 10.52 2.07 
C vll "円。2-0146砕片 チャート Ch-I 0.08 5.79 8.62 2.09 
c 咽 "町~2 - 0151 剥片 チャート Ch-1 O. 95 l在 04 14‘39 5.36 
C 四 ，'o，?2-0152剥片 チャート Ch-I 5.41 30.67 27咽 20 7.54 

C 叩 "町内一015:J411片 チャート Ch-I
+ 

1. 63 16‘59 15. 78 7.75 
C W "回，12-0154~I片 チャート Ch-l 4 O. 05 9.17 8. 79 l. 20 
C 咽 "ロ，'2-0155駒l片 チャート Ch-J 0.94 14.48 17. 13 4.83 
C vll "ロ，'2-0156加|片 チャート Ch→ l 0.24 8.41 8. 05 3.57 
C vll "町n-0157撤繍剥腫慌のある剥!i'頁岩 5h-3 48.13 56.52 67. 33 11. 31 
C w "O，?2 -0158剥片 チャート Ch-1 O. 52 20.66 10.41 3.44 
C vll "ロ，n-0159砕片 チャート Ch-1

4 0.21 8.15 12.30 3.54 
C 四 "町四一0160~IH' チャー卜 Ch-l 0.42 14‘42 14.11 4.32 
C ¥111 7'ロ112-0161剥|片 チャート Ch-1

十 + 0.27 14.92 8.19 3.02 
C 咽 "町?2-0162~I片 チャー卜 Ch-1 0.42 8.40 17.49 4. -15 
C vn "町内 -0163剥片 チャー 卜Ch-)

4 
39. 94 49.37 47.43 22.2) 

C 1官 7'p:d2-0164申l片 チャート Ch-1
+ 

0.21 15. 13 6.23 2.34 
C 咽 ，.日付2-0165!FIJ}t チャート Ch-l 8. 32 46.82 24.28 10.29 
C 咽 "町~2 - 0166 剥l片 チャー 卜Ch-I

4 O. 62 10.92 16.74 3.46 
C 1官 "目，?2-0167弱υf チャー卜 Ch-1 O. 09 6.79 10.34 J. 85 

C ¥11 7'日付2-0168)1;1J片 チャート Ch-l 0.18 5.78 13.30 2.70 + 
C 四 "町12-0169世編劇樺慣のある剥片頁岩 511-5 :13.46 71.26 44.40 18.01 4 
C 刊 f町12-0170ナイフ形石器 チャー卜 Ch-1 0.43 9.38 11.62 3‘91 3 + 
C 刊 "日付2-0J7J砕片 チャー卜 Ch-l 0.06 8.95 3.66 l. 95 
C 四 "町12-0172剥J， チャー 卜Ch-I O. 07 15.30 3.81 2.73 
C W 7 ' ~ 1 n-0173 砕Ji' チャート Ch-1 0.60 9.93 13.11 6.48 
C 刊 7' ~，n - 0174 蝿細訓雌躍のある剥片 チャート Ch- l 16.49 46.81 27.04 14‘24 
C vll "町12-0175剥片 チャー卜 Ch-l 5.61 32.67 23.33 10.23 
C vn "円12-0176!l!tJ)f チャー 卜Ch-J O. 20 6‘l' 9.29 3.94 
C 刊 "町12-0177剥片 チャート Ch-J 1. 79 15.39 21. 59 7.49 
C w "日，""2-0178極細剥雌慌のある剥片チャー卜 Ch-l

+ 
21.72 51. 80 28.55 17.39 

C 明1 "官，12-0179事l片 チャート Ch-J O. 25 10‘69 9.24 2.70 
C 刊 7 ' ~ ，n - 0180 ナイフ形石総 チャート Ch-) 3. 73 28.09 20. 16 7.35 
C 刊 "町四-0181事l片 チャート Ch-I 0.23 12.28 11. 17 2.79 

C VD 7'!l1?2-0J82ニ武加工のある制ltチャー ト口，-1 10.91 42‘51 30. 17 14.40 
C W γ吋 12-0183iJlJ片 安山錯 An-J 3.45 25.68 24.50 6. 78 

C vn "町四-0184砕片 チ守一ト Ch-j O. 02 5.05 4.47 1. 38 
C vn "目，12-0185~J片 チャート Ch-1 1. 26 18.40 16.88 4.36 
C VJ[ 7'町昭一0186~J片 チャート Ch-1 。‘ 39 18.07 15.33 2.78 
c 1哩 "町昭一0187砕片 チャート Ch-I O. 02 4.46 8.93 1. 07 
C vn "円。2-0188砕J十 チャー トCh-I 0.1-¥ 11.20 4.98 3.16 
C vn "町子2-0189砕片 チャート Ch-J O. 07 5.45 6.91 1. 99 
C VII 7'町昭一01叩砕片 テャート Ch-I 0.03 7.22 4.24 1. 71 
C ¥'11 7'P172-0191砕片 チャート Ch-1 O. 08 7.89 3.74 3.52 
C vn 7'口付2-0192~Jtt- チャート Ch-[ 0.60 18.37 乱 73 3.34 
C 、引 7'p，?2-01936}.，片 チャート Ch-[ 0.12 4.99 12‘52 2.89 

第 3li 石器樺属性衣(3)
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区層 位 配晶N。 ¥f.i 被 石材 母拍車fじ融昨蝿H置層面.. ill!誌 民主(圃]純(醐}陣昌国)帰国h

C 咽 "町12-0194ill片 チャ 卜Ch-j 0.49 18.41 9.18 1.42 
C vll "町子2-0195事l片 チャー卜 Ch-j 14.25 48.95 31. 98 13.59 
C VJI 7'p，?2-0196砕片 チャート Ch-l 0.20 II‘26 3.21 3‘61 
C VH 7'P1?2-0197 ~J片 チャー卜 Ch-j

+ + ¥. 03 1'1. 00 15.24 5.97 
C VII 7'町昭一0198i#:IJ片 チャート Ch-l 。， 58 J 1. 42 II咽29 4.60 
C 四 7'p，n-0199制片 チャー卜 Ch-l 4 3.37 25. 32 21. 99 7.69 
C vll "町12-02凹剥片 チ十一ト Ch-] 0.87 21. 68 17. 12 3.75 
C 刊 7'P??2-0201椋掴制帽慌のある剥片チャート Ch-l 4.70 43. 68 15.34 12.10 
C 、引 γ町問一 0204 if:IJ)~' チャート Ch-] 3.41 28.21 22. 49 ι85 
C 刈 "町12-0205事l片 安山AiJ An-] 3‘86 32. 10 27.52 1.06 
c 四 "四，:¥'2-0206 ~J片 チャート Ch-] 0.09 5. 06 7.77 l. 87 
c も官 アロ，'2-0207油JJt" チャート Ch-J Q. 15 6.70 19.10 l. 92 
C 河 "町子2-0208~J1 r チャート Ch-) 0.29 '.60 14.53 2. 92 
C IV下 叶01-0216艇 チャート o 0 x O 37.09 
C IV下 同01-0217艇 砂岩 o 0 x O し39
C IV下 叶01-0218模 砂岩 000  O 56‘48 
C IV下 叶01-0219醐 チャー卜 o 0 x O 93.30 
C Iy-F 時01-0220睡 チャート o 0 x O 85.80 
C IV下 叶01-0221幌 チャー卜 o 0 x O 16. 36 
C lV下 時01-0222襖 砂h台、 o 0 x O 54. 11 + C IV下 レキ01-0223榛 砂岩 o 0 x O 116.86 
C IV下 叶01-022，1傑 チャー卜 o 0 x O 86.24 
C lV下 叶01-0225瞭 チャート o 0 × O 111. 78 
C IV下 叶01-0226艇 チャー卜 o 0 × O 119.09 
C IV下 叶01-0227醗 砂治 o 0 × O 115.55 
C [V下 叶01-0228陳 砂岩} 000  O 123.82 
C [V下 吋01-0229際 砂岩 000  O 70. 78 
C [V下 叶01-0230礎 砂岩} 000  O l! 1. 78 
C IV下 同01-0231瞭 砂岩 o 0 × O 26. 89 
C lV下 吋01-0232蝶 砂岩 o 0 × O 63.78 
C [V下 叶01-0233礎 砂岩 o 0 x O 124.50 
C IV下 叶01-0234調l片 耳岩 Sh-4 9.83 44.78 24‘ l' 13.91 
C IV下 1<*01 -0235 ~J片 A:e} Sh-] 8.82 41.80 27.23 14.03 
C [V下 叶01-0236 !J1IJt 耳岩 Sh-2 2.86 20.93 30.43 ι39 
C [V下 叶01-0237 ~)片 耳岩 5h-2 26.67 52.09 '13. 12 17.35 
C IV下 叶01-0238剥l片 頁岩 5h-2 51.03 68.62 51. 90 19.03 
C lV下 叶01-0239 $11片 頁岩 Sh-2 12.01 51.49 34.55 9. 93 
C [V下 叶01-0240剥片 頁岩 Sh-[ O. II 12.30 7.65 2.23 
C [V下 叶01-0241離 砂治 o 0 x O 1 [0. 64 
C lV下 叶01-0242傑 チャート o 0 × O 54.93 
C [V下 叶01-0243際 砂岩 000  O 12. 14 
C fVF 叶01-0244蝶 砂岩 000  O 25.61 
C lV下 叶01-0245傑 砂岩 000  O 8. 38 
C IV下 叶01-0246蝶 砂岩 000  O 58. 35 
C [V下 吋01-0247!tIJ片 直岩 Sh-2 28.66 76.27 36.08 19.96 
C lV下 叶01-0248畷 砂岩 o 0 x O 196.95 
C [V下 叶0¥-0249様 チャート o 0 x O 59. 97 
C [V下 同01-0250畷 形岩 000  O 38.5¥ 
C lV下 レキ01-0251 畷 砂岩 O × × x 299. '16 
C IV下 叶01-0252礁 砂岩 × x × × 172咽<¥9
C 1¥1下 叶01-0253砕片 En  Sh-2 O. 54 11.30 18.87 3. 17 
c "'下 同01-0254躍 砂岩 o 0 x O 16.90 
C [V下 レキ'1)1-0255 模 砂岩 o 0 × O 2.91 
C IV下 レキ01-0256礎 砂岩 o 0 × O 11. 33 
C lV下 レキ01-0257剥片 頁岩 Sh-l 1. 15 24.19 11.73 5.50 
C 1¥1下 叶01-0258砕片 耳器 Sh-l 。咽42 15.82 10.68 3.38 
C [V下 叶01-0259畷 砂岩 o 0 × O 11.92 
C lV下 吋01-0260榛 砂!iJ 000  O 30. '17 
C /V下 叶01-0261傑 チャート o 0 x O 4. 59 
C IV下 同01-0262 !j;IJ片 耳岩 Sh-] 9咽25 54.日6 24咽73 9.92 
C lV下 叶01-0263睡 砂岩 o 0 X O l. 58 
C [V下 叶01-0264剥片 頁岩 Sh-1 O. 91 24.37 9. 17 4.76 
C [V下 叶01-0265躍 砂岩 o 0 × O 4.20 
C [V下 叶01-0266畷 砂岩 000  O 200.17 
C IV下 レキ01-0267 離 チャー卜 o 0 × O 116.36 

l!14占有Mg・燦属性去(4)
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巨樹位 紀陪No 器 祖 石材 母岩制ヒ植仲焼付幅A>/li，f.1t 重量 畏さ(圃} 幅(圃) 厚さ(圃) 挿国h

C 1V下 叶01-0268際 砂岩 o 0 x O 7.95 

C IV下 レキ01-0269瞭 チャート o 0 x O 33. 76 

C IV下 時 01-0270艇 砂岩 o x X × 45.64 

C IV下 レキ01-0271剥片 頁治 Sh-J 2. 26 16.32 8.46 2.22 

C JV下 叶01-0272醸 チャート o 0 x O 18.00 

C 1V下 レキ01-0273際 砂足j o 0 x O 0.99 

C IV下 叶01-0274畷 砂世 o 0 x O 1. 37 

B VI下 レキ02-0095際 砂岩 o 0 x x 90.38 

B VI下 レキ02-0096隣 砂岩 o 0 x × 13.11 

B VJ下 レキ02-0097畷 砂岩 o 0 x × 13.48 

s VJ下 レキ02-00閣僚 砂岩 o 0 x O 403.74 

s VI下 レキ02-0099傑 砂岩 o 0 x O 216.93 

B vl下 レキ02-0114牒 砂古 o 0 x × 201. 83 

A A区 前-00-)蝶 チャート o 0 x O 55. 69 

A A区一回一00-4際 チャー卜 x o x × 71‘56 

A A区?括-00-5畷 砂岩 o x × x 61.38 

自 B広 括-00-1瞭 砂岩 o 0 x O 8.4 ! 

B B区一随一00-2剥片 玉髄 20.60 45.95 28.65 21. 50 

B 日区 『陪-00-3艇 波宮ti!ii o 0 x O 10.40 

日 B~ 括 -00-4 鹿 砂治 o 0 x O 15.33 

U B区一括-00-5剥Ht 黒曜石 2.09 22‘29 21. 34 5.09 

8 日目ー同一00-6際 チャー卜 o 0 x O 1. 75 

B B医師-00-7略 砂、岩 o 0 x O 9.18 

11 "区括-00-9蝶 砂尉 000  O 9.93 

C C~ 括ー∞-"畷 砂岩 o 0 x O 2.67 

C C~ 踊一∞ 50 畷 謹賀直fi o 0 x O 6.18 

c L 
C阿司括ーω-51剥片 玉髄 。.16 J 1. 93 6.59 2.80 

C C" 括ー仰『帥蝶 砂岩 o 0 x O 4.95 

C C区一括一∞-61牒 砂岩 o 0 x O 3.73 

C十
C医→研一朗・"喋 チャー卜 o 0 x O 2.18 

C C限括ー閃 10傑 砂岩 o 0 x O 5.08 

C C区ー陪ーω-11礁 砂岩 o x X X 8.22 

C C区 附一回守72艇 チ γ一卜 o 0 x O 54. 16 

C C医 師ー∞->3畷 チャー卜 o 0 x O 17.47 

C C区 ・陪ー∞-S9=lk加工のあるJ1J片鼎噌石 2‘64 13.04 24.43 8.40 

C む区 -t/';-∞-90剥!t チャー卜 Ch-1 0.07 6‘46 9‘94 l. 55 

C C区間一∞剛際 チャート O O O X O 3.26 

C ι区肝ー明 u.雌 砂治 x x × 2.90 

C C区一11i-伺閣僚 砂岩 o x × x 332.18 

C C区枯ー伺 1町 礎 砂岩 o 0 x O 187. 12 

C Cl'l:-括ー∞ l同 様 砂岩 o 0 x O 8.06 

C C区』括ー制トl個 蝶 砂岩 o 0 x O 21. 60 

C C区描ー曲 110際 砂岩 o 0 x O 27.28 

C C区一日ー佃'"事IJJt 日i唱石 Oh-j 0.10 10‘46 7.27 l. 82 

C C匹 18-仲間際 砂岩 o 0 x O 2.18 

C c区一括ー伺'"様 砂岩 o 0 x O 1. 06 

C Ctll: -括一昨同開 砂岩 o 0 x O O. 56 

C C区括ー俳l回穐編制障制めある剥片 m唱石 1. 25 13.71 16.74 8.01 

C C区一括一∞ I開 艇 チ守一卜 o 0 x O 6.16 

C c区 伯ー国'"様 チャート o 0 x O 3.91 

C C区一括ー伺 191際 チャート o 0 x O 21. 90 

C C区 杭ー剖 '"畷 砂岩 o 0 x O 5‘04 

C C区活ー仲l舗 剥!t 玉髄 Cha-J 3. 82 18.92 20. 93 14.22 

C C区'括ー伺 2却 畷 砂古 o 0 x x 20.47 

C c区一蹄一個 ~2 1 膿 砂岩 o 0 x O 3.61 

C CI<括ー畑出願 砂岩 o 0 x O 4.48 

C C区一括伺'"様 砂世 o 0 x O 4.11 

C C区 f古ー伺 224畷 砂岩 o x × × 1. SS 

C c区一括一昨225ft! チャー卜 o 0 x O 50.06 

c C区拍ー仲~16 模 砂岩 o 0 x O 8. 17 

C C区前一∞ 2却 蹟 砂尉 000  O 2. 15 

C C区一蹴ー凹 2J2事l片 玉置 3.05 27.05 12.83 10. 17 

C c区 1'-帥2剖 陳 砂岩 o 0 x O 0.85 

C C民 括 E 砕 235陳 砂岩 o 0 x O 0.33 

C C区括ー伺 2揖 畷 砂岩 o Q ?5 O 0.75 

第 5豆長 百拙 ・様属n"(5) 
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区層位 記晶No. 総 極 石材 母校指化破砕棋"睡iI'<i!"叶E 重量 長占(岡l幅{圃1，寧さ{圃) 岬闘h

C C区陣骨'"僚 砂.t} o 0 X O 1.77 
C C区括『佃 Z拍棋 砂岩 o x X × 44. 09 
C C区ー括ー仲間模 砂岩 o 0 x O 10咽 26
C C区唱括←伺.210際 チャー卜 o 0 x O 17.97 
C c区間一朗'"艇 砂岩 o 0 x O 14.51 
C C区一括一昨，.，傑 砂岩 o x X × 6.55 
C Cj!.-拡一冊'"瞭 砂岩 o 0 x O 4. 11 
C C区括ー仲2~4 軍事 砂岩 o 0 x O 5. 83 
C Cs-'措『骨，.，畷 砂岩 o 0 x O 4. 93 
C C区畑一帥."岬隣 砂Zf o 0 x O 3.31 
C CPI: -拍一曲 314開 砂時 000  O 2日
C C区・掃ー時期様 チャー ト o 0 x 。 6. 28 
C m.陪ー骨描畷 砂岩 o 0 x O 8.15 
C C庄一防ー枠制喋 砂;'t，l o 0 X O 11.79 
C C]i(-陪ー仲耳目線 砂岩 o 0 × O 4.56 
C じ区幅一仲間模 砂岩f 000  O 39.93 

一括ー∞←10模 砂宕 o 0 x O 9.33 
一括一朗・"，傑 石iP:b¥ o 0 × O 2.75 
-1百ー∞ 36剥|片 貞岩 7.00 22咽 22 44.06 8.55 
一括∞白37砕片 チャー卜 1.16 12. 06 14.10 6.33 
一括ー阿."二故加工のある剥片 品曜石 Ob-3 9.01 24.52 38.51 11.69 
一括ー佃ー同 様 砂岩 o 0 × O 3. 24 
一括ーω-.11牒 チャート o 0 X O 11. 14 
一括ー伺目牒w 砂岩 o 0 × O I7‘ 29 
一括ー昨日鴎 砂岩 o 0 x O 11. 73 
一括ー帥"石肢 ，'m面-G Ob-3 37.36 30. 80 61.49 23.55 
一冊 ∞'45剥Jt 鼎闘石 Ob-3 3.08 21. 35 24.47 5.37 
一括ー叩'48礎 砂岩 o 0 × O 65. 70 
一括一閃-19畷 砂岩 o x × X 20.56 
一括ー∞."礎 チャート o x x × L 43 
一括∞-55機 チャート o x x x l. 48 
一括一∞ー却鹿 砂t，¥ 000  O 26. [6 
一指-∞ ω醐 砂岩 o 0 X O 4.00 
一 儒∞ 70石鞍 玉髄 3.82 21.07 15.72 13.42 
一括ーω."剥片 主髄 し97 20.97 16.84 6. 17 
一括ー仲72畷 砂:tJ o x x X <1.52 
一括ー凶-7.¥際 砂岩 o 0 x O :i5.96 
一括崎市 膿 砂岩 000  O 10.81 
一括-(10-76眼 oむ o 0 X O 13. 85 
一括-00-79時 砂岩 o 0 x O 35. 63 
一括的晴朗傑 骨お O X × × 9. 95 
一括一∞."醐 砂岩 o 0 x O 48.21 
一括ー伺 82!TJ片 !.t¥醐石 Ob-3 3.79 20.66 35.88 8. 55 
一括∞..，，牒 チャー卜 o 0 x O 2.10 
一括ー∞咽句碑 砂Jtf o x X x 5. 53 
一括一昨93離 チャート o 0 x O 1. 36 
一括∞ 98~自IJ Jf J山倒右 O. 11 12‘64 8. 20 2.52 
一括一仲1伺輯 砂i白 000  O 31. 61 
一括一間，"，畷 チャート o x 0 × 4.54 
一括ー仲間剥)-1" 玉髄 0.69 12.34 18.09 3.24 
一括ー仲，"，礎 砂岩 o 0 x O 24.91 
一括一回'"'畷 砂岩 o 0 x O 5. lJ 
ー括ー似ト1伺畷 砂袋 o x × X 2.78 
一括ー伺-113砕片 王髄 0.37 9.90 8. '10 5. 05 
ー括ー骨，"礎 チャート x × × x 10.41 
一括ー曲'"時 砂岩 o x × x 14.33 
一括ー曲""剥片 チャート 1. 26 19.73 15.64 4.56 
一指一時 間 離 チャー卜 o 0 X O 1. 82 
一括時，"模 チャート o 0 × O 2.03 
一括ー伺 1+1剥片 玉鈍 Cha-J 0.47 9. <I! 14.22 3. 55 
一括ー骨'"離 砂岩 o 0 × O 2.57 
一指ー仰，"，楳 チャート o 0 x O し7J

-t1i-伺 118i!*! 砂岩 o x X x 9'1. 49 

第 6表石器 時属性占 (6)
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第れ/章縄文時代以降の調査

第 1節 概 要

第4地点では、縄文時代中期後半の伏現在伴う土坑 1Mを吉めて 3JJの上坑が検出され、その他に

時JUI不明の土坑 21喜が検出された。

第2節遺構と遺物

[縄文時代]

1号土坑(第 17・18図) C区中央部に位位する。民軸 127.8cm、短軸 94.1cm、深古は 39.lcmを測り、

柿内11>在室する。底面はほぼ平担である。土坑内ヵ、らは、西壁に沿うように深鉢が逆{立で出土した。

深鉢は、仁l径 19.3cm、底径 6.5cm、開高 22.7Cffi(> .;m f日には、胴下半部にヘラ状工具による斜方向の

探而調盤、口縁部にヘラ状工具による横方向のffiI而淵撚が時計四りに施された後、胴上半部在中心に縦

方向の条線文が施されている。内而には、底而から口縁部に向けて縦fj防lの駐1いミガキ調髭が施された

後、仁l縁から約 5cmの範囲で横方向の粗いミガキ調整が反時計四りに施されている。1111白利 Err-I自式。

。
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なお、埋納迎榊の可能性在者え、深鉢内外の郡上について自然科学分析を行なったが、 l号上坑が埋

納辿椛であることを積極的に支持する結巣は得られなかった(第V1;1参照)。

2号土坑 (第四図) c区中央部南端に位位する。長軸 I49.7cm、短軸 122.8cm、深さ 11.5cmを測り、

円形を呈する固J圃り込みは浅く、底而は問状で緩やかに立ち上がる。遺物の出土はなかった。

3号土坑 (第 19図) c区中央部南端に位置し、 2[}土坑に近接する。長軌 I38.9cm、短軸 91.8cm、

深さは 18.5cmを測り、柄円形を呈する。2号上坑と同様に摘り込みは浅く、底而は多少の起伏をもつが、

山状で緩やかに立ち上がる。 i且物のtl1土はなかった。

[時期不明1

1号土坑 (第 20図) A区北点部に位回する。長軸 J98.5cm、短軸 98.0cm、深吉は 9Z.8crnを抑lり、

梢円形を呈する。 底而は平坦である。 盟 l二は 4 陪~9府までが他の陪と異なり、特に11l色 0)強い上であっ

た。遺物の出上はなかった。

2号土坑 (第 21図) A区南東部に位置する。長軸 276.6clll、短納 127.2cm、深さは 147.9cmを測り、

精円形を呈する。長軸方向に若干オーバ ハングしている。jj'j物の出土はなかった。形状から精し穴の

可能性も考えられる.

前 18図 1号j坑lU土遺物(!!3)
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第V章 自然科学分析

藤久保東第三泊跡第 4地点の基本府序と古環境にl瑚する分析調査

パリノ ーサ ヴェイ株式会社

はじめに

崎玉県入Il¥llnl三芳町麟久保東第三遺跡第 4地点は、武般野台地北東部を構成する川越台地の中の大

井台とよばれる区分の台地(堀仁1，1986)上に位目する。久保(1988)、貝塚ほか編 (2日00)主主どによる

地m区分では.大井台は武誠野而の巾位段丘である M2而とされているが、大井町のra久保付近には低

位の立川面に相当する区分も記載されている。なお、 M2閣の形成年代は、約 8万年前とされている(貝

原ほか編 2000)。

雌よへ{足東第三遺跡第 4地点は、台地平l1l而上に位i白しているが、現症の地表而の標高はおよそ 25m

である。 ヒJ&した立川Iffiiに相当する他久保付近の傾向は 15--20mであるから、勝久保東第三遺跡の

位協する台地平J:[I[町は、 M2面1であるとしてよい。今阿の発揃調ずt区で作成された上府断面でも、立川

ローム周I註下部およびその下位に続く武蔵野ローム陪上部とされるローム府が確認されており、上述の

地1~面区分の対比を支持している.

今回の分析調有では、調査区内で確認された立川ローム層の F部の厨位である第2附色m( 882)よ

り111土した炭化材在対象として、般射性品t来年代田l定者行い、その年代観に関する資料老作成する。

また、立川lロ ム周のほぽ全陪位および武岐野ローム府上部まで確認された土問断而在対象として、植

物珪酸体分析を行い当該期の植生に閲する資料を刊成する。なお、協議の結果可能な限り植生の情報を

獲得するため、特に目白色の顕著なBB2下部については、花粉化石の含有状況在概査することにした。また、

立川ローム府中部~下部に相当する茜府位より出上した炭化材の樹極向定を行い、上述の分析湖在結県

とともに植生に関わる資料とする。さらにみ;報告では、伏裂を作い埋葬泣櫛の可能性があるとされてい

る 1号上坑在対象として、上場理化学分析、脂質分析および微細遺物の洗い出しを行い、遺構の用途

性棉に関わる資料を得ることとする。

l試料

放射性炭素年代測定のおI鼻とした試料は、 B 区石a~集中セヲシヨンベルト断聞の立川ローム層際準厨

位のV1i1Y1に相当する問位で石器ブロックに作い]JJJした、発捌調査担当者により採取された微細な炭化

材片 i丹、である。

植物庄殿体分析 ・花粉分析(概査〕の試料は、当社技師 I名が A区南EE深捌セクションの立川ロ ム

厨より現地調査時に採取した。この断面では、厚吉約 60cmの現長土の下位ヵ、ら約 3mほどのローム層

断面が作成されており、現地調査所見により、武威野台地の立川ローム府および武蔵野ローム庖の原準

府位に従った分府在行った。観察所見では、現表上直下にいわゆる!Hポク t層は認められず、ロ ム胆

段上部の皿府(いわゆるソフトロ ム府)が陥認され、ソフト化により tt面が波状となっているN居以

F、X屑までの立川ローム屈とX凹府段上部とされる武政聖子ローム府上部までが確認で吉た。試料は、

現主上山下の山居からX町周段上部まで、厚さ 5cmで連続に、試料需号 1-55までの 55点在採取した。

各胞{立の府厚および試料採取位凶を柱状図にして、分析結，W:z.示した図 1に併記する。

植物足駿体分析には、田府からxrr厨までの各屈について、ほぽ l点ずっとなる間隔で言f'10点の試

料を選択した。選恨した試料の試料番号は、分析結mを示Lた去 2および図 iを事参照されたい。また、
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花粉分析(概住)は、民府の中部で採取した試料需号 24の 1点在対島とする.

樹舗l両iJii:を行った炭化材は、上述のA区南壁断[日において、現地調査時に採取した、政局下部から

X防上部にヵ、けて出土した微細な炭化材片 17 1，~t (No.l ....... 17 ) と、 B 区石~.m中のセクシヨンおよびベ

ルトの各府ヵ、ら探取された炭化材 13点(No.I-13)の合計30点である。炭化材はいずれも微細片がロー

ムプロ yク'1'に地まった状態であり、最大数回向程度の)cきさであった。

tlll~.I! {ヒ~.(;分析および脂質分析を行った試料は、 c 区 lη 1:坑内の西側堕沿いにt11上した伏鍵とされ

る上総内に充域されていた「土a~内郡土J と、その土器の[目下の lーである「上器外1!1上」のJI2 点である。

また、 I:a.n桜上については、微細遺物の検出も行うe いずれも、制色を虫する火山灰 uいわゆるロー

ムである)。なお、 1¥}上坑は、 tli上した土加の型式ヵ、ら、制文l時代'1')事l後学(!JII¥') ，1) E 11-凹式)頃の

年代が推定されている。

2分析刀法

(1)政射性炭来年代抑I);E

上横や似など口的物と見なる年代在持つものが付おしている場合、これらをピンセット、超音波洗浄

などにより物理!的に除去する。その後 HC1により炭酷塩有償可il¥/;)(分を除去、 NaOHにより腐植酸士事

アルカリ IjT溶成分を除去、HC 1によりアルカリ処用時に生ばした炭椴邸7r椴ilJ治成分在除去を行う(般・

アルカリ ・ 償処~I!) o

i試料をパイコール官に入れ、 Igの際化銅(11 )と銀箔(硫化物を除去するため)を加えて、官内在点空

にしてtIじきり、 500'1:(30分)850'1: (2時間)で加熱する。液体百在来と液体宅霊長+エタノールの温度

iEを利JlIし、J'l空ラインにて C02を制裂する。点空ラインにてパイコール官に梢製LたC02と鉄 水

点在投入し封じ切る.鉄のあるパイコール官底部のみを 650'1:で 101昨UM以上加熱し、グラファイト在

生成する。

化学処PITlll:のグラファイト ・鉄粉梶合試料を内経 Immの孔にプレスして、タンデム加述棋のイオン

源に襲訂し、測定する.削'I;E機日時は、 3MV小哩Jタンデム}Jni車関をベースとした 14C-AMS専JIll陸自 (NEC

Pcllelron 9SDH.2)在使mする。 AMS測定時に、際噌試料である米国国立照明日(NIST)から提供され

るシュウ般(HOX-日)とパックグラウンド試料の測定も行う。また、測定ql同時に 13C/12Cの測定も

行うため、己の鮒~Jf1いて ð 13Cを算出する。

般射性炭素の半減}岡はL1BBYの半減期 5.568年を使川する。また、測定年代は 1950年を基点と

した年代(Bめであり、訴，Eは標準偏差(One Sigma:68%) に相、~する年代である。 なお、府年較正は、

RADlOCARBON CALlBRATION PROCRAM CALlB REV5.02 (Copy川島III1986-2005 M SluIver and PJ Reimer) 

をrn い、 ;Z~IQ として傑柚偏泣 (One Sigma)を用いる。

(2)花粉分析

.iA料約 IOgについて、JK般化カリウムによる泥化、筒別、車波(央化亜鉛比if(2.3)による有機物の分雌、

フッ化水点般による鉱物質の除去、アセトリンス (ft聖水酢階 9 迎航般 lの混合液)処理による植物巡

体巾のセルロースの分解を行い、物出 ・ 化学的処P.I!在施して花粉を淑燥する。 銭i~をグリセリンで封入

してプレパラー卜を11'/;)(し、 400(ffの光芋顕微鏡 Fでプレパラート全ifiiを止在し、出現する全ての極官I

についていl定 ・，/1数する。

(3)植物fll殿体分析

温立j5g前後の試料について過般化水素水 ・晦般処瑚、沈;EW、屯減分離法(ポリタングステン酸ナ

トリウム，比直 2.5)の舶に物坦1・化学処理を行い、植物時限{本を分雌 ・混1且廿る.検鏡しやすい温度
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lこ希釈し、カバーガラス上に滴 F'乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを

作製する。

400 ~告の光学顕微鏡下で全簡を車査し、その間に出現するイネ科集部(誕身とJIt鞘)の集部短制|胞に

由来した植物産酸t"(以下、短細胞接殿体と呼ぶ)および麓身機動細胞に由来Lた植物珪雌体(以下、機

動細胞既酸体と呼ぶ)、および己れらを古む珪化組織片を近雌 (2004)の分類に基づいて同定し、計数

する。

結果は 脱出された分類併とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物段椴体の出現傾向から

古植生について検詐喧るために、植物荘厳体群:mを図化した。その際、出現串は短細胞珪酸体と機動細

胞珪俊体の珪酸1，，1耳に、それぞれの総数を基数とする百分率で求めた。

(4)炭化制の樹櫛同定

ロームプロックごと炭化材を自然乾燥させる。ロ ムブロックヵ、ら炭化材を取り出し、木口(繍断而)

柾目(政射断面) 叡目(傍線断面)の 3断面の割l断面を作製し、実体顕微鏡および走資型市子顕微鏡を

用いて木材組織を観察し、その特徴を現生標本と比較して樋顕在向定する。

なお、同定の恨拠となる顕微鏡下での木材組織の特徴等については、品地 伊東 (1982)、Wheeler

他(1998)者参考にする。 また、各樹極の木材組織の配列の特徴については、神(J991)、伊東

(1995.1996.1997.1998.1999)や独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベース在参有に

する。

(5)微細遺物洗い出し ・分知

試料 2日Occ(263.3g)を*に泣し、粒径 O.5mmの飾を通Lて水洗する.飾内の試料を粒径別にシャ

レに集めて双眼尖体顕微鏡下で観然し、ピンセット在用いて極実や炭化材 ・骨片などの微細造物を抽出

する。検出された炭化材は、個数と 48時間J70"C乾燥後の重量を求める。

(6)土境理化学分析

今回の分析は、基坑の容態を検討することから、リン艇、カルシウム、府組合旦の 3項目を測定す

る。 リン般は刷殴 ・過塩素般分解 パナドモリブデン障壁比色法、カjレシウムは(;自椴 ・過抱京阪分解ー原

子l虫光光j立法、腐植はチューリン法で尖施する (土培養分測定法壷員会 .1981:上頃標準分析・測定法委

白金 1986).以下に各項目の具体的な燥作工程在示すa

試料在風乾後、軽く粉砕して 2.00mmの飾在通過させる(風乾紺l土試料)。風乾制土試料の水分を/)11熱

誠泣法(l05"C、 5時間)により測定する。風乾紺l土説料の一部在粉砕し、 O.5mmゅのふるいを全通さ

せる(微粉砕試料)。

リン般およびカルシウムは、風乾細土試料 2.00gをケルダール分解プラスコに秤IJ1し、硝敵約 5ml

を加えて加熱分解する。政冷後、過湛索般約 10011を加えて再び加熱分解在行う。分解終了後、水で

!日Omlに定容 Lてろ過する。ろ械の一定討を試験官に採取し、リン殴発也被を加えて分光光度計によ

りリン酸 (P205)浪皮を測定する。別にろ液の一定自在試験符に1:tE取し、干渉抑制剤在加えた後に原子

吸光光度計によりカルシウム (C.O)濃度者測定する。これら測定値と/)11熱減i立法で求めた水分!Hから乾

土あたりのリン際音);t(P205mg/g)とカルシウム吉鑓 (C.Omg/g)を求める。

腕舶吉母は、微粉砕試料 O.1 00 -0.500 gを 100ml三角フラスコに正確に秤りとり、 0.4N"ロム殿・

硫酸iQ液(Qml;を正確に加え、約 200"Cの砂浴上で正雌lこ5分間点i4相する.冷却後、 02%フェニルアン

トラニル西空液を指示殺に 0.2N硫酸第 l鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および/)11熱誠虫法で求め

た*分鼠から乾土あたりの有機炭素量 COrg-C位土%)を求める。これに 1.724在来じて腐植吉lit(%)を

算出する。
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(7)脂質分析

分析は、板井ほか(1996)に基づき、脂肪隣およびステロール成分の合悶測定を行う。試料が浸るに

|分なクロロホルム メタノ ル (2:1)を入れ、組音波をかけながら!脂質在抽出する。ロータ リーエパ

ポレーターにより、協蝶を除去し、抽出物を塩酸ーメタノ ルでメチル化を行う.ヘキサンにより脂質

を再抽出し、セップパックシリカ在使間して脂肪酪メチルエステル、ステロール在分離する固脂肪般の

メチルエステノレの分離は、キャピラリー力ラム (ULBON，HR-SS-1 0内径 O.25mm長さ 30m)を装着した

ガスクロマトゲラフィー(GC-14A，SH1MADZU)を使川した。注入口温度は 250"C、検出掛は水車炎イオ

ン検tJj?H't使用する。ステロールの分析は、キャピラリ カラム(J&W SC1ENF1C，DB-1，内径 O.36mm、

長さ 30m)を袋おする。沌入口i鼠度は 320"C、カラム温度は 270"C恒温で分析を行う。キャリアガスは

窒素を、検出加はノk素炎イオン化検出協をf~川する。

3.1占拠

(1)放射性炭素年代測定

同位体効果による補正を行った測定結浪を表 lに示す。年代は、 25.440:t 130B?を示す。な布、暦

年較正については、表記の放射甘炭素年代を古む較正1111線が得られていないため、現時点では求めるこ

とはできない。

(2)花粉分析

分析を実施した試料番号 24ヵ、らは、花粉化石、シダ類胞子とも、 l倒体も検iIlされなかった。

(3)植物珪殿体分析

結果を"'2、図 lに示す。各l司料からは植物珪酸体が検出されるものの、概して検出個数が少ない。

保存状態が地点く、表而に多数の小孔 (1官食痕)が認められる。

試料f番号 47(x rr府)力、ら試料帯号 3(凹層)までの植物珪酸体の.Ukは同慌であり、クマザサ属やネザ

サ節在官むタケ班科の産111が目立つ。また、タケ亜科の中でも概してクマザサ属の産山が目立つが、試

料岳号 47ではネザサ節の産出も同立つ。試料番号 17(V11陪)ヵ、らi問料番号 10(V胆)ではススキ以の検

出倒数も多い。また、イチゴツナギ亜科が稀に認められる。

(4)炭化材のt，)j傾向定

樹箱同定結果を或 3に示す。炭化材は、微細片で保存状態が恕く、 30点中 221.';'(で木材組織が全く

観察できなかった。また、組織が観祭できた 8点のうち、 3点は道官がある己とヵ、ら広政樹であること

が催認できたのみであり、組織配列が観察できないため、極煩の同定には宝らなかった。残る 5点は、

いずれも落~広葉樹で2l'fò類(コナラ属コナラ亜属コナラ節 ・ サクラ属)に同定された。 各属類の解印l

学的特徴専を記す。

・ コナラ属コナラ ~li鴎コナラ節 CQuercussubgen. Lepidobalanus secl. Prinus) ブナ科

県孔材で、子LI盟部は 1"1，，1、道官は火炎状に配列する。iE管は単穿孔を有し、堕孔は交互状に配列する.

欣射組織は同世、 lit列、 1-20細胞7Jjのものと複合放射組織とがある。

・サヲラ属 (Prunus) パラ科

散孔材で、 û~1早は中間、横断I町では j'l張ったm円形、単独または 2-6 悩が組合、年輸界に I向かつて

官径を漸減させながら散在する。道官はIji穿孔者有し、墜孔は交E状に配列、内墜にはらせん肥厚が認

められる。放射組織は呉性、 1-5細胞幅、 1-30細胞荷。

(5)微細辿物洗い出し・分知

同定可能な種実や丹片は確認されず、最大 2mm角程度の炭化材 23点 (O，Olg未満〕が検出された。
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炭化材は、当時の辿跡周辺の森林植生に由来するものと考えられる。

(6)上横思化学分析

結果者'&4に示す。 t質はいずれも軽埴上で、粘土やシルト分が多い堆純物である。 l色はいずれ

も褐色である。尉舶含鼠は、土問内捌上が 3.7%、上部外製土が 2.8%である。リン殿は、ぃrれも 1.8mgl

8である。カルシウムは 2試料とも類似し、上白書内砲上が 6.0mg倍、上器外部 tが 5.3mg/gである.

(7)脂質分析

結巣を占 5に示す。土器件程上でステアリン酸が検出された他、脂肪殿 ステロールともに未検出

である。

4. ~察

(1)立川口 ム府四府の年代について

武蔵野台地における立川ローム府のVIIJ10lは、 BB2の上部に相当し、 1960年代に行われた関東ローム

の調査(関東ローム研究グループ 1965)以来、有効な対比指標として提えられている。また、 1970年

代後半以降は、姶良 Tn火山灰 (AT町田 ・新井，1976)が BB2の直上あるいは1N上部より検出されたこ

とにより、日I府の年代観は ATの噴出年代にほぼ従うものと古れる。その ATの噴出年代であるが、 80

年代後半から 90年代にかけて行われた般射性炭素年代測定(例えば松本ほか(1987)、村山ほか(1993)、

池田ほか (1995)、宮入ほか (2001)など)ではおよそ 2.5万年前頃にまとまる傾向にある。今回の測定

結県も、これらの結県とよく整合するといってよい。

なお、前述したように今回目放射性炭素年代は、まだ府年への較正が確立されていない。ATの噴出

年代の府年代については、長近のt師底コアにおける ATの発見ヵ、ら、その酸素同位体ステージ上におけ

る厨準が般車問位体ステ ジ2と3との境界付近またはその直前にあるとされ、その年代観は 2.5-3.2 

万年前におよぶとされている(側[凹 ・新井 2003)。町[日 新井 (2003)は、 ATの』注射性炭素年代在暦年

に換算することがまだ困難であると述べているが、 lニ述の海底コアの年代観も考慮すれば、暦年ではお

そらく 2.6-2.9万年前頃になるであろうとしている。現時点では、四府の暦年代もこの程度の年代が

想定される。

(2)立川ローム府形成)聞の植'巨について

A区南壁のXll届から III初での植物底殿体の保存状態は恋く、タケ亜科の鹿山が目立つた。タケ可li科

の植物珪被体は他のイネ科と比較して風化に強く、生産LJlO)多い点がこれまでの研究から指摘古れてお

り(近勝 1982杉山 ・藤原。1986)、他の極矧よりも技官lしやすいことが知られている。そのため、今

回の分析結果はタケ亜科が土府中に相対的に多く残留したことを反映していると考えられ、特にタケ班

科が卓越して繁茂していた植生を示すものではないと考えられる。ただし、少なくとも検問されたクマ

ザサ属やネザサ節、ススキ属などのイネ科草本軍1が、調査区内および周辺で乍育していたことが推定さ

れる。また、 BB2上部の咽府からロ ム簡のVI胞を挟んで BBIのV胞では、ススキ属の増加が児られた。

iI青色mでは、 般に胤楠(分解した有機物により形成された化合物のこと)の吉U!itが高いζ とが知ら

れているが、上記のススキ属の織物珪酷体の産状は、腐植の形成にススキ属が関連していたことを示唆

する。

なお、東京都桜橋区の通祢 rJj，I，増露頭」で認められた関東口ーム層および上位の黒ポク土在対象とし

た捕物珪般体分析では、植物庄酸体群集の府位的変化により Amから E{lfが設けられ(佐瀬ほか 1987)、

武絞野ローム上部から立!I1ローム屈にかけてササ属(クマザサ属を古む)が優勢な 82{師、 BB2や BBI
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が侠在する立川口←ム府上部にササ属やキピ班科(ススキ属などを古む)が優勢な BI桔が認められた。

また、け野区IZ士見台迎跡では武蔵野口一ム府から立川ローム府にかけて拙物珪殿体分析が行われ、サ

サ邑1の卓越するJ17i.状が認められた(パリノ ・サーヴェイ昧式会社 1996)。今同の分析結栄も、ほぽこれ

ら成果に調和するものであることヵ、ら、武磁野台地ではイネ科草4:植生に限ってみると、広く同様な材i

生がイ'HEした可能でlもあるe

炭化材については、 A区と B区で合計 30点について同定在実施したが、樹極が同定できた試料は A

区 2}，~t と B 区 3 点の合計 5 点であった。 同定された試料をみると、 A 区の民間 F部-x厨上部の 2 点

とB区の氏周上部の 1J.~がコナラ節、 B I互のVI胞の l点と、 VI府下-VDMiの 1点がサクラ属であった。

この結梨ヵ、ら、阪府-xli'l上部でコナラ節、 VI府~四回でサクラ属が利mされていたことが推定される。

いずれも暖温帯から冷ilii¥mにかけて分布する部葉広葉樹である。

南於柿辿跡(練馬区)では、江古111遺跡の E府に対比される D府 (32000BP- 24.日OOBP)で花粉分析

や自然木の樹躯同定から占拙生が推定されている(辻 1994)。花粉分析結果では、ハンノキ属、コナラ

i匝属が傾占し、クマシデ属 アサダ属、カエデ届 シナノキ属、ニレ属 ケヤキ属ーハリゲヤキ属事の

落葉広長樹や、スギ、マツ脱単維12HLBl属、イチイ科 ヒノキ科 イヌガヤ科、トウヒ属、ツガ属、モ

ミ属等の量IJIl樹を柑う。木材化石でもコナラ節、ハンノキ節(ハンノキ班届)、サカキ、サクラ属、クリ、

カエデ属、トチノキが確認されている。この結架から 谷底の河畔にハンノキ属の湿地林、台地斜而か

ら台地上にかけて沼袋広葉樹や針挺樹が混交する乾燥温tiF林が見られたと唱えられている。今回見られ

た樹極は、己れらの占植生調査で確認されている樹極とも調和的であり、周囲に同峨の拙生が見られ、

そこから木材を得ていたことが推定される。

(3) 1号上坑について

七嶋中にt?i且に古まれるリン酸位、いわゆる天然眠存filについては、いくつかの報告'111刊があるが(

Bowen.1983:Boll" Bruggenwert. 1980;川崎ほか 1991天野ほか 1991)、これらの事例ヵ、ら推定される天

然賦存置の」限は約 3.0P20 5 mg/g程度である。また、人為的な路轡(化学肥料の施fIIなど)を受け

た県ポク tの既耕地では 5.5P20 5 mg/g (JII崎ほか .1991)という報告例があり、当社におけるこれま

での分析調査事I~Jでは仔片などの痕跡が認められる上峰では 6.0P 20 5 mg/gを越える場合が多い。一

方、カルンウムの天然賦Iflilは??通 1- 50CaOmgノg(雄氏 1979)といわれ、古!Jl闘がリン殴よりも大

きい傾向にある。今回分析した試料のリン酸およびカルシウム吉1.1は、いずれも天然JhlI:存琶の随間内に

あり、さらに 2試料ともに矧似した値を示す。遺構内にi自体などリン阪やカルシウムのi曲集出1がある

場合、惚数試料分析すると、浪集出lとの位置関係によりばらつきが生じるはずであるが、今回の試料で

は認められない。

一方、脂肪僚はほとんど児られず、ステロールは未検出である。わずヵ、に検出される!脂肪殿は、土岐

巾の!脂質Eが極めて少なく分析機訟の感度者下回っていたため、偶発的に倹U¥された傾類のみが極端に

多産して検11¥されたように見えているものと判断される。このことから、分析を行った試料は、脂肪酸

の分解が進んだ上境であるとみられる。

以上の湿り、 I号士坑において近体製納を検証するために桜台分析を試みたが、これを砧械的に支持

する結果はf!Jられなヵ、った。ただし、 ζれがEの上坑内への遺体埋納をi'i定するものではないのはいう

までもない。それは、経年変化により迎体由来の諸成分が拡散あるいは消失したため、残留成分の他が

自然状態の純聞に収まってしまった可能性があると考えられるカ、らである。



28 

引111文献

天野洋司・太田 健 ・草 場 敬 中 井 信 .1991中部日本以Jtの土喰型別諮積リンの形態別計百1. J!!林

水産省出林11<産技術会議事務局編 上頃替相1リンの再生循環利用技術の開発 28-36

Bowen.H.J.M..1983邸境無機化学元素の循邸と生化学浅見輝男 ・茅野充9]itR博友社 297p

Bolt.G.H. • Brugger、wert.M.G.M.1980.上峰の化学岩田進午 ・三輪容太郎・井上隆弘 ・|場 捷行訳 I学会

出版センタ .309p 

土境益分測定法委口会編 1981.土壇醤分分析法益賢堂 440p

土境標準分析 測定法委員会編 1986土域標準分析・測定法博友社 .354p

藤fliE.1979カルシウム地質調査所化学分析法 .52.57-61

林 I由三 .1991.日本産木材顕微鋭写真集京都大学木質科学研究所

糊口前古 .1986埼玉県の地形と地質新編崎玉県史別編 3 自然崎玉県 7-74

池田兄子・奥野 充・中村俊夫 ・筒井正明・小林留夫 .1995.南九州、始良カルデラ起源の太附降下軽

百と入戸火砕甜i中のJ:k化樹木の加速~H質量分析法による 14 C年代第四紀研究 34.377-379

伊東 陸夫。1995.日本産広葉樹材の解剖学的記t蹴l 木材研究 ・資料 31京都太学木質科学研究所，

81-181 

伊東 隆夫 .1996日本産広葉樹材の解剖学的記縦 日 木材研究 ・資料 32.京都大学木質科学研究所

66-176 

伊東 隆夫 1997口本産広島E樹材の解剖学的記載皿木材研究 ・資料 .33.京都大学木質科学研究所!

83-201 

伊東 隆夫 1998.日本1If..広葉樹材の解削学的記桜W 木材研究・資料 34京都)c学水質科学研究所

30-166 

伊東 峰夫 1999日本産広葉樹材の解剖学的記載V 木材研究・資料 .35.j江郡大学木質科学研究所!

47-216 

貝原爽平・小池 之 ・ 述藤邦彦山崎 l晴雄鈴木毅彦編 2000 日本の地I~ 4 関東・伊豆

小宣原東京大学山版会 349p

IMI点ローム研究グループ .1965.関東ロームーその起源と性状築地占館 378p

川崎 弘 ・ 吉 田湾 ・井上恒久 1991九州地域の土壊型別蓄積リンの形態別計岳山林水産省出林水

産技術会認事務局編 土岐搭秘リンの再生循環利用技術の|出発。23-27

近藤 鈍三 ，1982.Plantopal分析による黒色腐植岡の成因究明に関する研究昭和 56年度科学研究政(ー

般研究C)研究成果報告;tl.32p 

近蹴錬三 2004植物ケイ酸体研究ベドロジスト.48.46-64

久保 純子 1988.相続野台地 ・武蔵野台地を五日lむ谷の地形一風IN_テフラを供給された名残川の谷地形

一 地理学評論 61.25-48

町田 洋・新井房夫 .1976広域に分布する火山灰姶良 Tn火山灰の発見とその意義一科学 46.

339-347 

町日l 洋 ・新井房夫 2003新編火山灰アトラス東京大学出版会 336p

松本英二 ・前田保夫・竹村y!1二 ・西凹史朗 .1987.姶良 Tn火山灰の 14C 年代第四紀研究 .26.79-83

宮入問介・吉凹邦夫・宮崎ゆみ子・小原圭一・」長岡一白11.2001.姶h!Tn火山灰の C-14年代のクロスチエツ

ク(iJ山旨)地球惑星科学関連学会合同大会予稿集 (CD-ROM).200 I.Qm-O I 0 

村山雅史・松本英三 ・中村俊夫 岡村 氏 ・安田尚登 ・玉l' 朝彦 1993.四国神ピストンコア試料をJfJ



29 

いた AT火山灰噴出年代の再検討ータンデトロン加速器質鼠分析計による浮遊性有孔虫の 14 C年代

一 地質学雑誌 99.787.798

股桝tiJ且林水産伎術会議Jn務J;J監修 1967新版関車上色帖

パリノ ・サーヴェイ株式会社 1996.科学分析口上見台 1(古墳時代 近世 ・科学分析編)都立学校迫

跡調査会 183.234

ベドロジスト懇談会編 1984土境調査ハンドブック陣友社 156p

坂)f 良輔 ・小林 正史藤田 邦雌 1996.tTIY]11llの脂質分析岱山県文化顕興財団埋蔵文化財発楓調

査報告第 7集悔原IifW賢堂泣跡発掘調査報告(逃物編)第二分1111 財団法人日山県文化娠興財団 24.37

佐瀬隆 ・細野市1・宇津川徹 ・IJII雌定兇 ・駒村正治 .1987武蔵野台地JiXIl'lにおける関東口

ム府の純物珪酸体分析第四紀研究 26.1.11

品地謙 ・伊東隣夫 1982図説木材組織地副社 176p

杉山 真二 ・ 藤b~t 宏志 .1986.機動制胞嵯酸体の形態によるタケi11!科植物の!司定 古環境推定のJ孟礎

資料として 考古学と自然科学 19.69.84

辻誠一郎 1994南於林遺跡と周辺の環境変選「東京都練馬区南於林泊跡調査報{l'lFJ 南於林造

跡調査団東京都住宅局 161.167

Wheeler E.A.，Ba詔 P.and Casson P.E. (編).1998.広東樹材の誠別 IAWAによる光学顕微鏡的特徴リス

ト伊東隆夫 ・桜井智之 ・佐伯浩(日本誌版監修)， j1ij 1~1剖 122p. [Wheeler E.A..Bass P. and 

Casson P.E. (! 989) IAWA List of Micros(叩 icFeatures for Hardwood JdenlificationJ 



30 

司J<:1. JIX.珂哩 z，仏ι""，... ←， 1.;11'1 JJ:ニ軍国主忙

話料名 種類 層位 補正年代 d 13C 測定年代 Code No 
8P (%0) 8P 

B区石器集中
ベルト中世化物 世化材 四層 25，440:f: 130 -24.89:f:O.59 25.440:f: 130 lAAA-62893 
No.13 

1)年代債の耳出には.Ubby白半減期5568年を恒用。

2国P年代値1玄、1950年を基点として何年前であるかを示す.
3)付配した誤差は、測定誤差 σ(測定値白田崎が入る範囲)を年代値に換算した値。
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固1. A区南壁諜掘セクシヨン白梅物珪酷体鉾集
出現率は イネ料集部短細胞蓬磁体 イネ科葺身後動細胞珪酷体の総数を

基数として百分率で算出した巳なお、 ・は1軸未讃‘十は100個未満の世料
で検出された分掴務を示す.



事2.A区南壁田植物珪畿体分析結果

種 類
試料番号 3 5 7 10 14 17 23 27 36 47 

平ネ科葉都短細胞珪酸体
タケ車科クマザサ属 7 3 10 9 9 10 5 9 12 
タケ亜科ネザサ節 5 3 2 3 6 12 
タケE科 50 42 56 77 78 75 50 29 67 86 
ウシクサ族ススキ属 3 1 4 5 2 

イチゴツナギ亜科 一 一 一 一 1 
不明キピ型 4 2 7 15 9 2 9 7 
不明ヒゲシパ型 2 5 

平d謂Z諸苦妥晶量謡識晶胎匝雌醐-荏磁逗鵡蔽保w-----一一…………-一一一…-一一一-一一-一一よ-一-

タケE科クマザサ属 5 2 5 6 5 5 2 6 15 
タケE科ネザサ節 2 3 1 4 2 8 21 

2 タケ車科 1悶5 3 12 14 21 16 7 3 問o 5臼
ウシクサ族 2 
不明 4 3 5 11 7 9 9 26 

合計
イネ科草部短細胞珪酸体 70 50 71 104 107 101 59 31 102 133 

イネ科葉身機動細胞珪酸体 26 8 25 40 31 30 18 7 33 114 

輯 計 96 58 96 144 138 131 77 38 135 247 

区層下部-x

石器集中セクション中

ト中

31 
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事4.土壇理化学分析結果

話料名 土色 P20S(mg/g) I CaO(mg/g) 

1号土坑土器内覆土 I LiC I 10YR4/4 褐 3.71 1.80 5.95 

1号土坑土器外覆土 I L;C I 10Y剛 /4 褐 2.82 凹 5.26 
注 円)土色マンセル表色系に準じた新版栂準土色帖{農林省農綜水産後術会指監修.1967)による.

(2)土佐土綾田査ハンドブック(ペドロジスト懇酷会編 1984)の野外土伎による.
uc 軽埴土(粘土25-45"、シルト0......45"、砂10-回帰)

表5.!旨茸分析結畢

F重 類
1号土坑

詰料名 土器向車土 土器外車土

脂肪酸組成

ミリスチン酸(C14) 

パルミチン酸(C16) 

パルミトレイン酸(C16，')
スチアリン酸(C1S) 100.0 
エライジン酷(C18:1 trans) 

オレイン重量(C18:1cis)

リノール酷(C1S2)

αリノレン酸(C1S，3)
アラキジン酸(C20)

イコセン酸(C20，') 
アラキドン酪(C2ひ4)

ベヘン酸(C22)

ドコセン酷(C22:1 trans) 

エルカ酷(C22:1cis)

イコサペンタエン酸(C20，5)
リゲノセリン酷(C24)

テトラコセン酸(C24，') 
ドコサヘキサエン酸(C22，6)

スァロ ル組成

コブロスタノール

コレステロール

エルゴステロール

力ンベステロール

スティグマステロール

ントスチロール

分析試料田重量IKl 100.5 100.7 
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第VI章 総括

日長久保東第三泊跡第 4地点のi調査により、これまで雌認されていた旧石器時代の泊附分市が江川の

I'I1J迫に沿ってさらに東側へ広がることが明らかとなり、また岡遺跡において純文時代早期以降の泊梢の

存在が明らカ、になった。総括として、今回の調査で判明した第 4地点内の旧地Jt;と旧石器時代の遺構、

特にN廊下部の傑併に関する若干の所見と、同遺跡の純文時代の遺構について述べる己とにする。

地形について

藤久保東第三泣跡は、武蔵野台地在1m析する江川信上流部の左伴台地上に位出している。第 41i!lJ.江

内の旧地mについて、調査前の段階では、江川の谷に[r..1かつて北西から南東方向へ全体的に傾斜し、特

にB'C区ではその傾斜が顕著に現れるものと笠!定していた。 しカ、し、第6閣の土府断面8目。在みると、

この槻所でのローム屈の~~樹はほぼ水平である。一方で、調査区南壁の土府断I曲 c，cr には、南西か

ら北東方向へ地形が緩やヵ、に傾斜していく様相がみられ、また調査区東部の土問断而 D.O'，D では、南

東方向への若下の傾斜が捉えられた。

これらの土厨堆積状況を考え合わせると、全体的な地形としては江川の谷へと続く東方向へ緩やかに

傾斜していくが、 VI府下部と刊廊下部の石古詩集中 ・際併が検出された付近一市はロ ムの~，般がほぼ水

平であることから、己の部分については、台地が南東方向へ強り山しているととが判明した。

旧石器時代の遺構について

今回の調査では、旧石綿l時代の辿構としてW悶下部の石間集中 1i富所、蝶1l1'1箇所、明間下部の石

器集中 1f笥所、傑群 i箇所 W府下部の石器集巾 lWi所が験出された。VI府下部の石器集中はql附石

在使朋した石総製作岨であり、 vn陪下部の石古詩集中はチャートを使JTJした石器製作祉である。なお、今

回は時mJの制約により詳細に検討することができなかったが、 vn府下部のチャート製石{tgはかなりの点

数が接合関係にあると思われる。別途、報告することとしたい。

次に、 W府下部の傑併について若下の所児者述べたい。 この傑~:干を桝成する破砕礁を接合した結梨、

46点巾 26点が接合して 8個体に復元され、うち 1(固体は 10 点が陵台して完I~まで、 2 個体はほぼ完

J~まで復元された。 このことから、傑を河原より採取してきてこの場所で使用して割れたが、由lれた倣

昨傑は他の場所で使JIIするために持ち出古れることなく大半がここに銭された、ということが坦!定され

る。また、破砕傑のほぽ全点が、自然而だけでなく破砕而にも焼けた出跡が認められることから、削れ

て破砕礁になった後も礎併の礁として使mしていたことが考えられる。以上のことから、 IV府下部の傑

併を構成する撲は、河Jij(ヵ、ら採取し、 一度だけでなく複数回この場所で使用した後、他に持ち仕iされる

ことなく大半が己こへ残された、ということが考えられるのである。

際併に使用した傑の採取場所は、遺跡の南側を流れる江川の河原であると恕われる。江川品上疏部の

水源地ii1跡である藤久保束遺跡で実施した日車問傑の石材岩極鑑定でNられた結栄では、石材別の比串は

砂岩が約 70%、チャートが約 30%であった。この比率と今回の傑r，下傑の比率(第 9図)とが同様であ

る己とは、その傍証のひとつとなろう。また、確府傑と傑群際の石材比率が同縦であることヵ、らは、離

を河原から採取する際、石材者選別して採取する121謙はなかったということもいえるであろうロ

縄文時代の遺構について

同組跡は、耕作による撹乱のため、ほぽ全域で漸移府より上回が辿17しておらず、過去の調査でも縄

文時代早 J~Iの炉穴群が検出されたに過ぎない。 今回の調査で、 1 -~::;.土坑内ヵ、ら純文時代中間後半の伏裂

が出土した己とにより、同辿跡にも純文時代早期以降の泊梢の存在が判明した。今後の調査においても、

遺存状態は悪いと思われるが、純文時代の遺構在官j査してその分布在明らかにしていきたい。



写真図版 l

基本土府断面

VI府下部石器集中・蝶I拝 VI庖下部石器集中

VI府下部石器集中掻器 VI沼下部石探集中剥片



写真図版2

調査風景 四府下部石掠集中

四廊下部石探集中ナイフ形石~~ VII府下部石器集中剥片

l号土坑(1時期不明) 2号土坑(時期不明)

l号土11l土周断面 l号土.t1i完柵



写真図版3

i号土坑迎物出土状況(1)

l号土坑泊物出土状況 (2)
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写真図版5

- 時・

l号土坑出土遺物

自然科学分析写真図版

. 

50μm 

(H ) 

1クマザサ属短細胞珪酸休明区南壁深担りセクション 10)
2ネザサ節短細胞珪酸体 (A区南壁理掘りセクンヨン 47)
3 ススキ属短細胞珪酸体 (A区南壁漂掘りセクシヨノ 10)
4 クマザサ圏構動細胞珪酸体 (A区南壁理揺りセクション ;10) 
5 クマザサ属機動細胞珪酸休 (A区南壁書掘りセクション 4))

6ネザサ節槽動細胞珪酸体 (A1&南壁理掘りセクション 10)
7ネザサ節機動細胞珪酸体 (A区南壁深掘りセクシヨン 47)
8 ウンクサ族蝿動細胞珪酸体 (A区南壁理掘りセクション ;10) 

， 

7 

50μm 

(4-8) 



図版2 炭化材

1コナラ属コナラ亜属コナラ節(8区石器集中セクション中;No.5)
2サクラ贋(8巨石器車中ベルト中:No.9)
a木口b柾目 c桓目

写真図版6

-・・・・・・200μm:a
200μm:b，c 
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